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本書の目的と位置づけ

我が国において、高度経済成長期以降に集中的に整備されたインフラは、建設後50年

以上を経過する施設の割合が、今後加速度的に高くなる見込みである。今後、我が国

の労働人口の減少が予測される中、インフラの老朽化に伴う維持管理の負担が増加す

るため、インフラの維持管理に対する更なる一層の効率化が求められている。また、都

市の価値・持続性の向上に資する都市再開発では、調査・設計段階において、関係する

さまざまなステークホルダーが協議を重ね、合意形成を図ることが重要である。特に

地下埋設物は、ステークホルダーが多岐にわたり、その調査や調整に多大な時間を要

しているため、プロセスの効率化やインフラ情報の精度向上が大きな課題となってい

る。

また、これまでのインフラ情報は、図面が紙で保管されていたり、必要な情報が不足し

ている等のケースも散見され、インフラ情報のデジタル化が十分に進んでこなかった。

そこで、Project PLATEAUでは、地下埋設物等の3D都市モデル作成のための標準

仕様化、モデル新規整備・更新方法の確立、実証モデルエリアにおける3D都市モデル

の作成、インフラの維持管理や都市再開発での関係者合意形成等を支援するツール開

発を通じて、当該分野のDX推進を図ってきたところである。

本書では、インフラを取り巻く社会課題への対応やProject PLATEAUの取組等を

踏まえつつ、自治体等が保有する地下埋設物等(上下水道関連)の情報を活用し、地下

埋設物等の3D都市モデルの新規整備や更新方法、モデルを活用するためのシステム

運用の考え方、想定される利用シーン等を解説することを目的としている。デジタル技

術の進歩は日進月歩であり、本書が、各自治体等において、地下埋設物等の3D都市

モデルへの理解を深め、インフラのデジタルデータ管理・活用の一助となれば幸いであ

る。

利用シーンとしては以下の3点を想定。

1. 地下埋設物の３Dデータを新規に整備する場合

2. 地下埋設物の３Dデータを更新する場合

3. 地下埋設物の３Dデータを庁内や関連事業者等と共有し、運用・活用する場合

本書の対象者と主な想定利用シーン

⚫ 本書では、自治体等において地下埋設物等(上下水道関連)の維持管理や、関連情

報の管理運用・活用を行っている行政担当者を主な対象とする。

⚫ また、熊本県玉名市の保有データや実証結果にもとづき、主に以下の利用シーンを

想定して、3D都市モデルの考え方や具体的な作成方法を解説している。
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1.1 地下埋設物等を取り巻く現状と課題

高度経済成長期以降に集中的に整備されたインフラの老朽化が、加速度的に進行する

と見込まれている。例えば２０２５年の1月には、埼玉県八潮市の流域下水道管に起因

すると考えられる道路陥没事故も発生しており、インフラの老朽化は喫緊の課題であ

り、計画的なインフラの維持管理・更新を進めていく必要がある。

計画的な維持管理・更新方法として、インフラに不具合が生じてから対策を行う「事後

保全」から、不具合が生じる前に対策を行う「予防保全」に転換されつつある。適切なイ

ンフラの維持管理が求められる中で、多種多様なインフラを管理する自治体において

は、財政面・体制面への対応が課題となっている。

出典：国土交通省インフラメンテナンス情報 「建設後５０年以上経過する社会資本の割合」

インフラの老朽化の現状・予測

水道・下水道の領域では、水道事業者のうち、全ての管路情報を電子媒体で管理して

いる割合は67％(２０２５年度当初)、下水道事業を実施している自治体のうち、全て

の管路情報を電子媒体で管理している割合は71％(２０２５年度当初)にとどまってお

り、水道・下水道情報のデジタル化は十分に進んでいない状況である。

このような現状を踏まえ、上下水道DX推進検討会では、上下水道DXの推進に向けて、

各種取組の進捗状況や成果について、定期的にフォローアップするためのKPIを掲げ

ている。次ページに示すとおり、水道・下水道の管路情報を電子媒体で管理する割合を

２０２７年度までに100%とする目標を設定しており、これらのデジタルデータを活用

することで、効率的な3D都市モデルの作成が期待される。また、水道・下水道の共通

プラットフォームの導入事業者数を２０２７年度末に202４年度末に比べ倍増すること

も目指しており、当該情報に関する統一的な仕様にもとづくデータ整備や利用環境の

向上等も期待できることから、広域での3D都市モデルの整備推進も視野に入ってく

るといえる。
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また、都市再開発に関して、市街地再開発事業の事業地区数は、２０２２年度までに累

計で1,190地区実施しており、そのうち、事業が完了している地区数は1,021地区で

ある。市街地再開発事業の認可地区数は、１９９８度頃をピークに減少傾向であるもの

の、２００９年度の5地区以降、近年は20地区前後が認可されている。２０２２年度にお

いては、27地区で事業が認可されており、本事業における地下埋設物等の３D都市モ

デルの活用が期待できる。

出典：国土交通省資料

出典：最終とりまとめ報告書、上下水道DX推進検討会、２０２５年6月

上下水道DX推進に向けたKPI

①水道事業者※1のうち、メンテナンスに関する上下水道DX技術の導入率※2

・２０２５年度当初 34％ → ２０２７年度末 100％

②下水道事業を実施している自治体のうち、メンテナンスに関する上下水道DX技術の導入率※2

・ ２０２５年度当初 21％ → ２０２７年度末 100％

③水道事業者のうち、全ての管路情報を電子媒体で管理している割合
・ ２０２５年度当初 67％ → ２０２７年度末 100％※3

④下水道事業を実施している自治体のうち、全ての管路情報を電子媒体で管理している割合
・ ２０２５年度当初 71％ → ２０２７年度末 100％※3

※１ 水道事業者とは、上水道事業及び水道用水供給事業とし簡易水道事業は含まない。

※２ メンテナンス(上下水道施設の維持管理等)に関する上下水道DX技術の導入とは、DX技術が標準的なツールとして活
用されている状態とする。ただし、DX技術により得た情報を活用し、長期的なメンテナンス計画を立案するなどの活
用も含まれる。

※３ 維持管理情報が含まれることや、GIS(地理情報システム)によるものが望ましいが、これらの対応が困難な場合は、文
字判別可能な汎用的なファイル形式で電子化されたものを含む。

市街地再開発事業の実績
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1.2 国の最新取組

国における主な関連取組としては、国土交通省が推進しているProject PLATEAU、

経済産業省が実施しているデジタルライフライン全国総合整備計画に関する取組が

挙げられる。

Project PLATEAUでは、地下埋設物等の3D都市モデル作成のための標準仕様

化、モデル新規整備・更新方法の確立、実証モデルエリアにおける3D都市モデルの

作成、インフラの維持管理や都市再開発での関係者合意形成等を支援するツール開

発を行っている。これらの取組の中で、2023年度・2024年度にモデル地区での実

証を行っており、以下に実証内容・結果の概要を紹介する。

(2) ２０２３年度の実証・モデル整備の対象地

項目 内容

実証地 大手町・丸の内・有楽町エリア
(東京都千代田区・中央区)

品川駅港南口エリア
(東京都港区・品川区周辺)

面積 1.21㎢ 1.09㎢

マップ
(対象エリア
は赤枠内)

(１) ２０２３年度の実証の目的

都市再開発を行う際などには、開発事業者と地下インフラ事業者がそれぞれ個別に

調整しながら情報収集し、地下埋設物の敷設状況などを確認しながら建設設計を行

い、進めていく必要がある。これまでは協議のやり直しや掘削調査の手戻り等が発生

し、各ステークホルダーにとって大きな負担となっていた。そこで、本実証では、多く

の地下インフラ事業者の協力のもと、地下埋設物に関する各種情報を収集し、これを

3D都市モデル(地下埋設物モデル)の標準仕様に従ってデータ化する手法を開発す

ることで、各地下埋設物情報を3次元GISデータとして整備した。さらに、標準化さ

れたデータを活用し、開発による影響確認やBIMモデルとの統合設計が可能なシス

テムを開発することで、都市開発や地下インフラの維持管理業務の効率化を推進した。



(3)2023年度に検証を行った仮説

業務フロー
既存フロー(2D図面での検討)

所要時間 備考

地下埋設物資料収集
20時間
(2.5日)

⚫ 埋設物情報の収集1社当たり0.5日と想定
(0.5日/社×5社＝2.5日)
※埋設物情報：水道、下水道、電気、ガス、通信

地下埋設物平面図・
断面図作成

32時間
(4.0日)

⚫ 埋設物図の重合せ平面図・断面図作成
⚫ 各社体裁の異なる図面の読み取り、位置合わせの作

業

埋設物事業者確認
(地下埋設物重ね図)

28時間
(3.5日)

⚫ 協議1社当たり0.5日と想定＝2.5日
⚫ 1社から修正指示を受けたことを想定し、修正作業＋

再協議＝1.0日

地下構造物計画
平面図・断面図作成

8時間
(1.0日)

⚫ 地下通路を想定
⚫ 作図のみ。形状・配置の検討は含まない
⚫ 地下埋設物の図面に追記

地下埋設物との
近接度合いの確認

2時間

⚫ 計画地下構造物の影響範囲にかかる地下埋設物の確
認、最小離隔の確認

⚫ 平面図・断面図で影響範囲の確認＋最小離隔の読み
取り

計画修正 3時間

⚫ 近接度合い確認の結果、地下埋設物との離隔を取る
ために地下通路位置をスライドする変更を１回実施し
たことを想定

⚫ 2D図面(平面図・断面図)で修正

地下埋設物データを3D都市モデルで統合・可視化することで、建設設計における確

認コスト削減・正確性向上・開発計画の精度向上が実現できる。また、3Dでの可視化

による建設設計協議により、事業者間の共通認識醸成や課題理解・合意形成を促進

することができる。下表は実際の業務フローをまとめたものであり、改善点をオレン

ジで示した。

(4) 2023年度に実装されたシステム及び実証会の様子

立ち合いシステム
※計画している地下構造物と既設の埋設物の

離間距離を確認できる

上空から見た図
既存の建物BIMと地下埋設物を重ね合わせ

下方から見た図
BIMデータと地下埋設物モデルを重ね合わせ

実証実験の様子

9
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(5) 2023年度の検証結果 ～改善された作業効率(比較表)～

業務フロー
既存フロー(2D図面での検討) 実証システムフロー(3Dでの検討)

所要時間 備考 所要時間 備考

地下埋設物資料収集
20時間
(2.5日)

⚫ 埋設物情報の収集1社
当たり0.5日と想定
(0.5日/社×5社＝
2.5日)
※埋設物情報：水道、
下水道、電気、
ガス、通信

0.5時間

⚫ 実証システム立上げ
⚫ 計画情報入力・申請
⚫ 3D都市モデル閲覧
⚫ ダウンロード

地下埋設物平面図・
断面図作成

32時間
(4.0日)

⚫ 埋設物図の重合せ平
面図・断面図作成

⚫ 各社体裁の異なる図面
の読み取り、
位置合わせの作業

1.5時間
⚫ ダウンロードしたデータを

BIMアプリケーションへのイン
ポート、編集

埋設物事業者確認
(地下埋設物重ね図)

28時間
(3.5日)

⚫ 協議1社当たり0.5日
と想定＝2.5日

⚫ 1社から修正指示を受
けたことを想定し、修
正作業＋再協議＝1.0
日

1時間
⚫ 埋設物事業者にメールで通知
⚫ 申請範囲の地下埋設物を確認

地下構造物計画平面
図・断面図作成

8時間
(1.0日)

⚫ 地下通路を想定
⚫ 作図のみ

(形状・配置の検討は
含まない)

⚫ 地下埋設物の図面に
追記

16時間
(2.0日)

⚫ 地下通路を想定
⚫ BIMソフトでの作図のみ

(形状・配置は含まない)
⚫ 地下埋設物がインポートされた

図面に追記

地下埋設物との近接
度合いの確認

2時間

⚫ 計画地下構造物の影
響範囲にかかる地下埋
設物の確認、最小離隔
の確認

⚫ 平面図・断面図で影響
範囲の確認
＋最小離隔の読み取り

1時間
⚫ BIMソフト上で、計画地下構造物

の影響範囲にかかる地下埋設物
の確認、最小離隔の確認

計画修正 3時間

⚫ 近接度合い確認の結
果、地下埋設物との離
隔を取るために地下通
路位置をスライドする
変更を１回実施したこ
とを想定

⚫ 2D図面(平面図・断面
図)で修正

1時間

⚫ 近接度合い確認の結果、地下埋
設物との離隔を取るために地下
通路位置をスライドする変更を１
回実施したことを想定

⚫ BIMソフトで3D都市モデルを修
正

合計時間 93時間(11.６２５日) 21時間(2.６２５日)

時間短縮効果 ▲約78%
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(7)２０２４年度の実証・モデル整備の対象地

項目 内容

実証地 東京都中央区
日本橋エリア

愛知県名古屋市 大阪府大阪市

面積 0.37㎢ 0.61㎢ 0.87㎢

マップ
(対象
エリア
は赤枠
内)

(8)２０２４年度の実証・モデル整備のターゲット

評価指標・KPI 目標値

施工記録を活用
した更新手法の
開発

事務所内作業の
負担軽減率

実証システムによる業務フローの所要時間(min)
÷既存業務フローによる所要時間(min)＜1

更新した3D都市モデル
(地下埋設物モデル)の
位置精度

正確な位置とデータ更新後の位置の誤差が
地図情報レベル500相当

各種設備点検の
省力化

点検入力作業の軽減率
実証システムによる業務フローの所要時間(min)
÷既存業務フローによる所要時間(min)＜1

(6) ２０２4年度の実証の目的

地下埋設物モデルの標準的なデータ更新手法は確立されておらず、インフラ設備の

維持管理のための設備点検結果の管理方法はメンテナンス事業者ごとに異なってい

る。そこで、本実証では、インフラの維持管理を支援するシステムを開発することで、

さまざまな事業者が関わっている都市開発やインフラの維持管理に関して、その基盤

となるインフラ(ここでは地下埋設物モデル)を継続的に活用するための標準的な

データ更新手法を確立した。また、設備点検結果の標準的な管理方法やデータ項目

を整理し、3D都市モデルを活用した効率的な点検作業の推進を図った。
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実際に更新作業を行っている際に
管路を上から撮影し、３D化をしている

各種設備点検の省力化が行えるように
結果の利活用をすることができる

(9)２０２４年度に実装されたシステムイメージ・実証の様子

ワークショップにて
3D化した管路を確認している様子

ワークショップにて
上記ツールの有用性を検証した

本システムでは、実際に作業した場所のデータが正しく更新されているかを検証する

ことが求められていた。
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(10)２０２４年度の検証結果 ～作業時間効率化・データ精度の確保～

評価指標・
KPI

目標値 検証結果 結果概要

施工記録
を活用
した

更新手法
の開発

事務所内作業
の負担軽減率

実証システムによる業
務フローの所要時間
(min)
÷既存業務フローによ
る所要時間(min)＜1

• 62%の時間短
縮

• 事務所内作業を約62%軽減
でき、竣工図作成以降の工程
で大きな時間短縮効果が確
認された

• 後続の図面作成とデータ更新
で大幅な業務効率化を実現
した。

更新した3D
都市モデル
(地下埋設物
モデル)
の位置精度

正確な位置とデータ更
新後の位置の誤差が
地図情報レベル500
相当

• 地図情報レベル
500の
許容誤差基準
(標準偏差
25cm以内)を
達成

• 地下埋設物3次元計測ツール
は相対位置精度1mm以内で
計測し、マンホール位置情報
を基準とした補正により地図
情報レベル500相当の位置
精度を確保した。

各種設備
点検の
省力化

点検入力作業
の軽減率

実証システムによる業
務フローの所要時間
(min)
÷既存業務フローによ
る所要時間(min)＜1

• 名古屋：
24%の時間短
縮

• 大阪：
56%の時間短
縮

• 施工管理・点検DX支援ツー
ルの使用により、コジェネ
レーション(発電機のみ)の
点検入力作業で約25%、
ターボ冷凍機の点検入力
作業で約56%の時間短縮が
見込まれることを確認した。
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1.2.2 経済産業省：デジタルライフライン全国総合整備計画

経済産業省が推進している本計画では、主にデータのマネジメント及び運用管理につ

いて実施検討を行いつつ、埋設物照会に関するアプリケーションや災害時設備状況

共有アプリケーション等の開発・実証を行っている。

デジタルライフライン全国総合整備計画の全体像

本事業の中で開発されたシステムと、これらの連携方法は下図のようになっており、開

発成果はセキュリティ上の懸念があるもの以外はOSSとして公開されている。

【参照：ODS-IS-IMDX · GitHub】

OSSの全体提供概要

インフラ管理事業者 インフラ管理事業者以外

自治体利用者(想定) 民間事業者

※自治体の利用者ニーズはヒアリングを
通じて今後検証

掘削事業者 土木事業者

建築事業者

ユースケース

インフラ
管理事業者

設備情報
共通

プラットフォーム

アプリケーション

研究開発内容
ユースケース実証

電力 ガス 通信 上水

下水※自治体の利用者ニーズは
ヒアリングを通じて今後検証

埋設物照会アプリケーション マシンガイダンスアプリケーション 災害時設備状況共有アプリケーション

インフラ管理DXシステム / データ流通システム
アクセス制御・データ管理等 / 認証・アクセスログ等

研究開発内容
インフラ管理DX
システムの開発

データ整備支援機能
空間ID・3D生成・位置補正等

研究開発内容
データ整備ツールの

開発

研究開発内容
地下インフラ情報の
効率的なデータ整備

ほかの国内外
データ

スペース等

電力 ガス 通信 上水 下水
設備情報 設備情報 設備情報 設備情報 設備情報

※災害時などの
政 府 に お け る
ほかのシステム
等との役割分担・
連携については
今後詳細を検討

これまで掘削事業者が各インフラ管理事業者各に
対して個別に埋設物の有無を照会していたものを、
Webを利用して複数のインフラ管理事業者に対し
て一括照会することにより、照会に関わる作業工数
を50%削減

通信、電力、ガ
ス、水道など
のインフラ設
備に関する照
会業務を自動
判定

これまで掘削事業者が手掘りで実施していた掘削作
業を、建設機械のマシンガイダンス画面上の設備の
埋設位置を確認しながら掘削を行うことにより、作
業工数を30%削減

施工目標を視
覚化することで、
建設機械の操
作者の操作性
を向上させる

災害発生時に、各インフラ管理事業者の被災状況を
集約・確認することにより、自治体における応急復旧
計画の迅速化等の可能性について検討

自治体で被災状況確認、
応急復旧計画策定

インフラ管理事業者
設備被害情報収集

インフラ管理DXシステム接続コネクタ インフラ管理DXシステム接続コネクタ インフラ管理DXシステム接続コネクタ

出典：「産業DXのためのデジタルインフラ整備事業」を基に作成

出典：「産業DXのためのデジタルインフラ整備事業」を基に作成

埋設物照会アプリケーション マシンガイダンスアプリケーション
災害時設備状況共有
アプリケーション

データ流通
システム機能

ユースケース
アプリケーション

連携IF機能

インフラ管理
共通機能

設備データ
連携IF機能

埋設物情報取得API
埋設物情報取得受付API
ファイル作成状況確認API

ファイル
ストレージ

イベント情報取得API

インフラ管理共通機能

空間ID管理基盤

データ提供管理者(インフラ事業者)

データ提供/管理IF(web)

設定IF 空間ID管理

アシュアランスレベル
設定IF

事業者管理IF

空間ID公開管理IF

３Dビューア

設備データ
アップロードIF

データ整備
ツール

設備データ

ファイル
ストレージ

事業者認
証

API利用者システム
/利用者グループ管理

APIアクセス履歴参照

分散DB

インデックス
(空間ID)管理

空間IDデータ取り込み

データ整備ツール連携

データ整備状況＋空間ID

データ流通システム

https://github.com/ODS-IS-IMDX
https://github.com/ODS-IS-IMDX
https://github.com/ODS-IS-IMDX
https://github.com/ODS-IS-IMDX
https://github.com/ODS-IS-IMDX
https://github.com/ODS-IS-IMDX
https://github.com/ODS-IS-IMDX
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開発されたツールの中には、GISデータの管理などを平易に行うことができるプロ

ダクトもある。例えば、GISのデータを保有している自治体であれば、インフラ関連の

データを一つ位置合わせすることによって、ほかのデータについても自動的に位置

補正できるようになる(下水道の情報を位置合わせすれば、当該データを基盤として

マンホール等の情報についても付随して位置合わせすることができる)。

管路
(土被り
以外)

管路
(土被り)

マンホール
等

位置基準※1

(道路情報、道路境界・マンホール)
インフラ設備情報

GCPデータ

GCP
データ作成※2

自動位置補正ツール

インフラ設備情報の共通的な位置基準に合わせた位置補正処理

位置補正前インフラ設備情報(Shape等)

参照

※位置補正前インフラ設備情報(Shape等)
実際の位置と著しく異なる位置情報の取扱
いについては別途検討

出典：「産業DXのためのデジタルインフラ整備事業」を基に作成

管路
(土被り
以外)

管路
(土被り)

マンホール
等

GIS

※1位置基準としては、地図情報レベル500相当の位置精度が担保されている、道路境界・マンホールの位置等を想定する。
基本的には道路台帳付図などが考えられる。

※2 GCP(Ground Control Point)データ作成は、インフラ設備情報のマンホールと、位置基準のマンホールで同一と
推定するマンホールを関係づけたデータを作成する。マンホールの形状が小さく位置基準にマンホールが収録されていない
場合は、インフラ設備情報で利用している背景地図の道路境界で代用することも可能。GCPは元のインフラ設備情報の位
置精度にもよるが、一定の面積ごとに数か所作成する。
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本実証実験では、埋設物照会アプリケーションの活用により、申請者の業務を大幅に

削減できることを確認した。詳細は下図のとおりである。また、受付者の業務量も半

分以下に低減できることが明らかになった。これらの結果から、地下埋設物に関する

3Dデータ活用への需要が見込まれる。

申
請
者

受
付
者

42

分

37

分

9

分

16

分

3

分

2

分

6

分

6

分

3

分

3

分

出典：「産業DXのためのデジタルインフラ整備事業」を基に作成

：作業時間が
少なくなる工程

：作業が
なくなる工程

：作業を
不要化できる工程

従来方法 受付Web化 自動回答化

5

分

０
分

３
分

0

分

1

分

1

分

3

分

5

分

1

分

1

分

5

分

０
分

３
分

０
分

1

分

1

分

１
分

5

分

1

分

1

分

１
０
４
分

２
３
分

12
分(

従
来
比
▲
48
％)

10
分(

従
来
比
▲
57
％)

８
分(

従
来
比
▲
92
％)

工事申請
内容確認

工事申請
内容確認

工事申請
内容確認

移動 移動 移動

申請 申請 申請

申請内容
説明

申請内容
説明

申請内容
説明

工事内容
確認

工事内容
確認

工事内容
確認

工事範囲
確認

工事範囲
確認

工事範囲
確認

設備有無
確認

設備有無
確認

設備有無
確認

図面情報
共有

図面情報
共有

図面情報
共有

回答資料
作成

回答資料
作成

回答資料
作成

回答 回答 回答

８
分(

従
来
比
▲
92
％)
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2.1.２  自治体が保有する原典情報(玉名市の例：2Dデータ)
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2.1  既設管路の整備に必要なデータ

2.1.１  対象とする地下埋設物等の項目

3D都市モデル標準製品仕様書では、地下埋設物に関する地物が以下のように定義さ

れており、本書では、このうち赤枠の四つの項目を対象として解説する。

地下埋設物等の項目

水道管 マンホール

下水道管 消火栓等の弁系列

熱供給管 U字溝(トラフ)

ガス管 ハンドホール

通信ケーブル 電気ケーブル

各自治体においては、以下に例示する庁内型GIS(2DのGISデータ)や関連図面・台帳

を保有しており、これらの情報を活用して３D都市モデルを構築する。なお、本書では、

熊本県玉名市の保有データを例に、原典情報をGISデータで保有しているケースを想

定して解説する(具体のモデル整備・更新方法は次ページ以降を参照)。

熊本県玉名市の庁内GISに保存されているデータ(参考)

管路データ マンホール等

管路のGISデータ マンホールの位置データ

管厚 人孔の内径

口径/管径 外径

外径 人孔キー(ID)(主題属性の一部)

竣工年度(主題属性の一部) 地盤高(主題属性の一部)

管路形状(主題属性の一部) メーター口径(主題属性の一部)

管路形状(主題属性の一部) 竣工年度(主題属性の一部)

上流人孔管ID/下流人孔管ＩＤ(主題属性の一部) 人孔種別(主題属性の一部)

上流管底高/下流管底高(主題属性の一部) メーター番号(主題属性の一部)

材質(主題属性の一部) 消火栓の型式ID(主題属性の一部)

勾配(主題属性の一部) 消火栓の種別(主題属性の一部)

管径/土被り 弁の区分(主題属性の一部)

管路の区間延長(主題属性の一部) 弁の種類(主題属性の一部)

処分区間の名称(主題属性の一部) 上流土被/下流土被

熊本県玉名市の既往システム・GISデータイメージ



水道管及び下水道関連で必要な情報は以下のとおりであり、データの取扱いやすさな

どの観点から、本ガイドラインではLOD２までのモデルを対象とする。

2.1.３  水道管及び下水道関連の必要情報
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対象
LOD

空間属性の型 取得基準 取得方法 補足 作成時に必要な情報

LOD0
Multi 
Curve

• 水道管
• 下水道管
• 指定された

管径よりも
小さい管路

• 管路の中心線を取得する
• 高さは0とする

―

• 管路のGISデータ
(前ページのシステ
ムイメージ参照)

• 主題属性データ
(前ページの図面イ
メージ参照)

LOD０
Multi 
Surface

• 水道管
• 下水道管
• 指定された

管径よりも
大きい管路

• 管路の外縁を取得する
• 高さは0とする

―
• 口径/管径
• 管厚

LOD1 Solid
• 水道管
• 下水道管

• 管路の上方からの正射影
の外周を取得する

• 外周を地表面から一律の
高さで下向きに押し出した
立体を作成する

• 一律の高さは、地表面か
ら管路の下端までとする。

• 外径

LOD2 Solid
• 水道管
• 下水道管

• 管路の上方からの正射影
の外周を取得し、管路が埋
設された深さから一律の高
さで下向きに押出した立体
を作成する

• 管路が埋設された深さは、
管路の土被り量とする。

• 一律の高さは、管路の外
径とする。

• 土被り

LOD3

Composite
Surface
又は
Multi
Surface

• 水道管
• 下水道管

• 管路の外形(外側から見え
る形)を構成する面を取得
する

• 面の各頂点に管路の高さ
を与える

• 曲面の場合は、データ
セットが採用する地図情
報レベルの水平及び高さ
の誤差の標準偏差に収ま
るよう平面に分割する。

• 面の位相が必要な場合、
Composite Surface
を使用する。

ー

LOD4

Composite
Surface
又は
Multi
Surface

• 水道管
• 下水道管

• 管路の外形(外側から見え
る形)を構成する面を取得
する

• 管路の内空を構成する面
を取得する

• 面の各頂点に管路の高さ
を与える

• 曲面の場合は、データ
セットが採用する地図情
報レベルの水平及び高さ
の誤差の標準偏差に収ま
るよう平面に分割する。

• 面の位相が必要な場合、
Composite Surface
を使用する。

ー
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2.1.５  水道管及び下水道関連の属性情報

管路における主題属性情報(参考)

上流人孔管ID 下流人孔管ＩＤ

上流管底高(m) 下流管底高(m)

竣工年度 材質

勾配 管路形状

管路の区間延長 処分区間の名称

対象とする管路モデルには、以下の主題属性情報を付与することが望ましく、各種シ

ミュレーションや分析等への活用が期待できる。

2.1.４  水道管及び下水道関連のモデルイメージ(LOD2)

地下埋設物モデル(LOD2)の取得イメージ

取得例

用途 管路(単体) 管路(複数)

説明

管路の上方からの正射影の外周を、
管路が埋設された深さから、管径の
大きさで下向きに押し出した立体と
して表現する

複数まとまって埋設されている管路
の最外縁を外周とし、その上方からの
正射影を、管路が埋設された深さから、
管径の合計の大きさで、下向きに押し
出した立体として表現する

管路の用途(単体又は複数)に応じてLOD2のモデルは以下のように大別される。
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管路のデータ整備に関する作業手順は、以下に示すフローのように概略を整理す

ることができ、大分類の作業概要は中分類の内容に区分される。

地下埋設物を構築する際の作業フロー(概略を整理)

データの統合及び整理
データの変換(→P34)

(エラー確認及び地理座標修正)

データの整理(→P34)
(LODごとにおけるデータの整理)

パラメータの計算及び
図郭の整理

TPの計算(→P35)
(最近傍結合による深さの計算)

各項目における
パラメータ整理(→P36)

CityGMLの出力

大分類 中分類

2.1.6  水道管及び下水道関連におけるデータ作成フロー

1

2

3
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2.1.7  水道管及び下水道関連の実施項目とデータの関係

さらに中分類の内容を細分化すると、以下のようになり、 モデル整備に関連するデータ

は初期段階においてデータを統合・整理することによって、作業の効率化につなげること

が可能になる。

処理をしやすくするためにマルチジオ
メトリのデータを集約し、国土基本図
郭に合わせてデータの分割を行う
(→P35)

データの変換
(エラー確認及び
地理座標修正)

データの整理
(LODごとにおける
データの整理)

TPの計算
(最近傍結合の
深さ計算)

各項目における
パラメータ整理

管路のGISデータの測地系(座標)を
変換する(→P34)

保有している管路に関連するデータ
をGISのデータと統合する(→P34)

管路のGIS
情報(LOD0)
その他管路
属性情報

入力データ作業内容の概要(詳細フローは各ページ)中分類

口径(LOD0)
管厚(LOD0)
外径(LOD1)

土被
【上流・下流】

(LOD2)

データの型を修正した上で、
パラメータの調整を行いやすい形に
する (→P35)
(例)ジオメトリの座標配列、口径の単位等

ジオメトリを２D→３Dへ変換を行い、
高密度化を行う (→P36)

Z値から上流・下流の土被り(m)の減
算処理を行う (→P36)

LOD2のジオメトリを生成する
(→P37)

CityGMLに変換して出力する
(→P37)

CityGML
への出力

❶
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2.1.8  マンホール及び消火栓等の必要情報

対象LOD空間属性の型 取得基準 取得方法 補足 作成時に必要な情報

LOD０ Point • マンホール
• マンホールの蓋の中心位置

を取得する
• 高さは0とする

―
• マンホールの

位置データ
• 主題属性データ

LOD1 Solid • マンホール

• マンホールの蓋の上方から
の正射影を包含する矩形
を取得する

• 矩形を地表面から一律の
高さで下向きに押し出した
立体を作成する

• 一律の高さは、地表面か
らマンホールの最下端ま
でとする

• 人孔の内径

LOD2 Solid • マンホール

• マンホールの規格により定
まる外径とマンホールの中
心を基に推定したマンホー
ル本体の上方からの正射
影の外周を、地表面からマ
ンホールの深さで下向きに
押し出した立体を作成する

• 一律の高さは、マンホー
ルの高さとする

• 外径
(以下二つは
管路から取得)
上流土被
下流土被

LOD3

Composite 
Surface又は
MultiSurfac
e

• マンホール

• マンホールの外形(外側か
ら見える形)を構成する面
を取得する

• 面の各頂点にマンホールの
高さを与える

• 曲面の場合は、データセッ
トが採用する地図情報レ
ベルの水平及び高さの誤
差の標準偏差に収まるよ
う平面に分割する

• 面の位相が必要な場合、
Composite Surface
を使用する

ー

LOD4

Composite 
Surface又は
MultiSurfac
e

• マンホール

• マンホールの外形(外側か
ら見える形)を構成する面
を取得する

• マンホールの内部を構成す
る面を取得する

• 面の各頂点にマンホールの
高さを与える

• 曲面の場合は、データセッ
トが採用する地図情報レ
ベルの水平及び高さの誤
差の標準偏差に収まるよ
う平面に分割する

• 面の位相が必要な場合、
Composite Surface
を使用する

ー

マンホールのモデル作成に必要とされるデータは以下のとおりであり、データの取扱

いやすさなどの観点から、本ガイドラインではLOD２までのモデルを対象とする。
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2.1.１０  マンホール及び消火栓等における主題属性

マンホール及び消火栓等における主題属性情報(参考)

人孔キー(ID) 人孔種別

竣工年度 地盤高(ｍ)

メーター番号 メーター口径

消火栓の型式ID 消火栓の種別

弁の区分 弁の種類

2.1.９  マンホール及び消火栓等のモデルイメージ(LOD2)

地下埋設物モデル(LOD2)の取得イメージ

取得例

用途 消火弁 マンホール

説明

弁栓類、ガバナ等の設備を包含する矩
形の正射影を、設備が埋設された深
さから設備の高さで下向きに押し出
した立体として表現する

マンホール本体の上方からの正射影
の外周を、地表面からマンホールの深
さで下向きに押し出した立体を作成
する

マンホール及び消火栓等に関して、LOD2のモデルは以下のように大別される。

マンホール及び消火栓等には、以下の主題属性情報を付与することが望ましく、各種シ

ミュレーションや分析等への活用が期待できる。
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マンホール及び消火栓等のデータを構築する際の作業フロー(概略を整理)

データの統合及び整理
データの変換(→P41)

(エラー確認及び地理座標修正)

データの整理(→P41)
(LODごとにおけるデータの整理)

パラメータの計算及び
図郭の整理

TPの計算(→P42)
(最近傍結合による深さの計算)

各項目における
パラメータ整理(→P43)

CityGMLの出力

大分類 中分類

2.1.11 マンホール及び消火栓等のデータ作成フロー

1

2

3

マンホール及び消火栓等のデータ整備に関する作業手順は、以下に示すフローの

ように概略を整理することができ、大分類の作業概要は中分類の内容に区分され

る。



処理をしやすくするためにマルチジオ
メトリのデータを集約し、国土基本図
郭の情報に合わせる(→P42)

マンホールの位置情報をGISデータ
を変換する
(→P41)

保有しているマンホールに関連する
情報をGISデータに統合する
(→P41)

データの型を修正した上で、
パラメータの調整を行いやすい形に
する (→P42)
(例)ジオメトリの座標配列、口径の単位等

ジオメトリを２D→３Dへ変換を行い、
標高情報を付与する (→P43)

深さ情報を付与し、縦のラインに変換
する (→P43)

LOD2のジオメトリを生成する
(→P44)

CityGMLに変換して出力する
(→P44)
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2.1.12 マンホール及び消火栓等の作業項目と入力データの関係

データの変換
(エラー確認及び
地理座標修正)

データの整理
(LODごとにおけ

る
データの整理)

TPの計算
(最近傍結合の
深さ計算)

各項目における
パラメータ整理

マンホールの位
置情報(LOD0)
その他属性情報

入力データ実施内容概要(詳細フローは各ページ)中分類

内径(LOD1)
外径(LOD2)
土被(LOD2)

CityGML
への出力

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽
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タ
の
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算
及
び
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郭
の
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理

3 C
ity

G
M

L

の
出
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さらに中分類の内容を細分化すると、以下のようになり、 モデル整備に関連するデータ

は初期段階においてデータ統合・整理することによって、作業の効率化につなげることが

可能になる。
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2.２  新設・移設管路の整備に必要なデータ

新設・移設管路の場合には、現在整備されているデータに追加を行う形になる。基本的

にはLOD2のデータを基準として構築を行い、3Dの取得方法によってデータの取扱

い方は異なるものの、LOD0に該当する口径・管厚データに関しては保有している、又

はこれまで使用しているデータと同等とみなして事前に連携を行う必要がある。

地下埋設物を更新する際のフロー(概観)

更新データの作成(点群) データの計測(→P47)

中心線の生成(→P47)

エリアの切り出し
既存GMLにおける
エリアの切り出し

(→P48)

既存データとの合成

大分類 中分類

1

2

3

4

３D出力の中心線と
切り出しエリアの整合確認

(→P48)

データの補正

2.２.１  既設の上水道・下水道のデータ更新
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2.２.２  データ更新時の作業フロー一覧

管路の中央線
GISデータ
(LOD0)

基準物情報

取得データ

口径(LOD0)
管厚(LOD0)
外径(LOD1)

その他
管路属性情報

データの計測

中心線の生成

既存GMLに
おける

エリアの切り出し

点群等のデータを取得する
また、基準物についても取得する
(→P47)

点群データから、基準となる管路中央
線の取得を実施する
(→P47)

実施内容概要(詳細フローは各ページ)中分類

対象範囲を限定し、図郭を切り取る
(→P48)

新規データ作成フローに則って、
データの作成、及び出力をする
(これ以降は新規データと同じフロー
になる)

中心線と
切り出しエリアの

整合確認

❶

❷

❸

❺

1

更
新
用
の
一
次
デ
ー
タ
取
得
・整
理

2

既
設
管
路
と
の
位
置
合
わ
せ

3

更
新
モ
デ
ル
の
作
成
・置
き
換
え

データの補正

点群から出力した中心線及び
基準物と切り出しエリアの整合を確認
(→P48)

❹

さらに中分類の内容を細分化すると、以下のようになり、 モデル更新に関連するデータ

は初期段階においてデータを統合・整理することによって、作業の効率化につなげること

が可能になる。
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3.1 管路データを作る際の基本的な考え方
地下埋設物、特に管路データは以下に示すイメージでLOD2モデルを構築する。基本

的な概略は下表のように、ポイント情報から管路を作成し、高さを与えて３D化するこ

とが想定される。

3.1.1  管路LOD2のデータを構築する基本概念(作業イメージ)
手順 参考図表

１． 初期状態としては以下のとおり
パラメータとしては以下のように保持してい
ると想定する

ジオメトリ：3Dライン
属性
①土被り 1ｍ
②外径 0.2ｍ

最終目標：
管路の中心線を構築し、3D都市モデルを作
る

横
断
図

縦
断
図

2. 処理の名前：
ConvertLineStringDensification
やっていること：
【ラインの高密度化】

ラインデータに対して頂点数を増やすことで、
区間の埋め合わせを行う
ラインに対してのポイントの密度を高めること
で、正確に3D都市モデルを表現することがで
きるようになる

横
断
図

縦
断
図

3. 処理の名前：
ConvertCoordinatesToCoordinates
WithDrape
やっていること：
【ドレープ処理・標高情報を与える】

ラインデータと頂点データに対して、標高(Z
軸)の情報を与える。これが、どの場所にある
か、どのくらいの高さにあるか把握するため
の前処理に該当する

横
断
図

縦
断
図

管路の中心線

5mに１点頂点を挿入。

地表面(標高)

地表面(標高)

※実際の管路

※実際の管路
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手順 参考図表

4．処理の名前：
ConvertCoordinatesZByEarthCoveri
ng
やっていること：
【実際の管路の高さに合わせる】

管路の標高の高さ(Z値)から
属性①土被り(１ｍ)と
属性②の外径の半分(０．２÷２＝０．１m)
の値を引き算する

最終的な目標は、管路の中心線を作成するた
め、管路の半径分埋まっているところに中心
があると想定し、外径の半分の数値を採用す
る

横
断
図

縦
断
図

５．処理の名前：
GetEstimationZ
やっていること：
【中間の頂点が直線的になるように調整】

先の状態だと、地形に沿って上下をしてしま
います。この場合、現実と勾配が異なってしま
うため、特定の位置(例：マンホール等)の間の
高さを基準として勾配を算出し、管路の中心
線を合わせる

横
断
図

縦
断
図

6．処理の名前：
 ConvertCoordinatesToMultipatch
やっていること：
【LOD2の出力】

実際に管路を出力する円形にしてしまうと、
データ容量が大きくなってしまうため、四角柱
の形でデータの出力を行う

横
断
図

縦
断
図

3.1.1  管路LOD2のデータを構築する基本概念(続き)

0.1ｍ

1ｍ

※実際の管路

1ｍ 1ｍ

※実際の管路

1ｍ 1ｍ

0.1m

地表面(標高)

地表面(標高)

0.1m

1ｍ

※実際の管路

地表面(標高)

1ｍ 1ｍ

0.1m0.1m

地表面(標高)

地表面(標高)

地表面(標高)

※実際の管路

※実際の管路

※実際の管路
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管路データの作業フローは以下のとおりであり、作業手順(１．～３．)が背景の色の範

囲と合致しており、これらの手順を実行することで、適正な処理を行うことができる。

3.1.2  管路データを作るための基本概念図(作業の関係性)

GIS
データ

ファイル 内部形式 主な処理
双方向
データフロー

単方向
データフロー

凡
例

GeoDataFrame
(GISデータ)

形式変換
列の結合・分割

FieldSetFile
(ジオメトリのみ)

FieldSetFile
(属性計算用)

Attributeを用いた
さまざまな処理

⚫数値の四則演算
⚫文字列の結合
⚫欠損項目の作成
⚫特定の値の置換

属性の結合
(3D都市モデルと属性)

FieldSetFile
(3Dデータ：属性入り)

ジオメトリの
拡張リスト

GeoNdarray形式
(ジオメトリと
属性情報を結合)

⚫2次元・3次元の
ジオメトリを用いた
さまざまな計算処理

⚫3D都市モデル作成
⚫空間ID作成

統合用の
3D都市モデルデータ

(あれば)

CADデータ
(あれば)

GISデータの
スタート地点

CADデータの
スタート地点

3Dに関連する
(管路の大きさなど)

を計算する

3Dとは別の
属性情報を
整理する

CSV
データ

必要な属性データを接続

データの統合
のために実施

形式変換

形式変換

インフラ管理
DXシステム向け
連携ファイル

(空間ID CSV)

3D都市
モデル

1.
データの統合及び整理

2.パラメータの計算及び図郭の整理

3.CityGMLの出力



横
断
面

縦
断
面

横
断
面

縦
断
面
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3.１.3 管路データの作成に必要な作業手順

実際に行う手順としては以下のとおりになり(詳細フローは後述)、データの整理を

行った上で、図郭を整理し、LOD2のジオメトリを作成していく工程となる。

処理をしやすくするために
マルチジオメトリのデータを
集約し、国土基本図郭に合わせて
データの分割を行う
【3.1.1の２．の処理に該当】(→P35)

データの変換
(エラー確認及び
地理座標修正)

データの整理
(LODごとにおける
データの整理)

TPの計算
(最近傍結合の
深さ計算)

各項目における
パラメータ整理

管路のGISデータの測地系(座標)を
変換する(→P34)

保有している管路に関連するデータ
をGISのデータと統合する (→P34)

該当するイメージ実施内容概要(詳細フローは各ページ)中分類

データの型を修正した上で、
パラメータの調整を行いやすい形に
する (→P35)
(例)ジオメトリの座標配列、口径の単位等

ジオメトリを２D→３Dへ変換
を行い、高密度化を行う

 【3.1.1の３．の処理に該当】
(→P36)

Z値から上流・下流の土被り
(m)の減算処理を行う
【3.1.1の４．と５．の処理に該当】
(→P36)

LOD2のジオメトリを生成する
(→P37)

 【3.1.1の６．の処理に該当】

CityGMLに変換して出力する
(→P37)

CityGML
への出力

❶
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１－①

１－②

2－③

2－④

2－⑤

2－⑥

３－⑦

３－⑧

5mに１点頂点を挿入。

横
断
面

縦
断
面

横
断
面

縦
断
面

地表面(標高)

地表面(標高)

※実際の管路

※実際の管路
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1 

デ
ー
タ
の
統
合
及
び
整
理

3.1.4 管路のデータ構築詳細実施フロー

データ形式をShapeファイルから
Field Set Fileに変換する

以下のように測地系の変換を行う
投影座標→地理座標

JGD2000→JGD２０１１

データ形式をField Set Fileから
Shapeファイルに変換する

ShapeとCSVのデータを
用意する

ShapeのデータとCSVの
データを統合する

フィールドの情報を補完する
(数値がないところは

Noneにする)

Shapeファイルで
最終的に出力する

管路のGISデータの測地系(座標)を
変換する

保有している管路に関連するデータ
をGISのデータと統合する❶ ❷

本フローでは、保有しているGISのデータを結合して、ばらばらであった情報を一つの

GISデータとして統合していく作業を行っている。

１－① １－②
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❷で出力したShapeファイルを
Field Set Fileに変換

同じ属性のものを結合する

ジオメトリは座標配列に変換

内径(単位：㎜)のデータを
使用し、外径(単位：㎜)と

外径(単位：ｍ)のデータを作成

リレーションを整えた上で、
ほかに影響のない情報と統合

Shapeファイルへ出力

Shapeファイルを
GeoDataFrameに変換

データを分割する前に、
座標配列とフィールドIDから、

ｇｍｌ_idを生成する

統合したデータを
国土基本図郭(2500)で

分割

管路のタイルリストを出力して
保存をする

直接管路に影響する情報
(竣工年度等)の不正値を0と

して処理を行う

処理をしやすくするために
マルチジオメトリのデータを集約し、
国土基本図郭に合わせてデータの
分割を行う

データの型を修正した上で、
パラメータの調整を行いやすい形に
する
(例)ジオメトリの座標配列、口径の単位等

❸ ❹

2 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
算
及
び
図
郭
の
整
理

ジオメトリ、外径(ｍ)、上流土被り・
下流土被り(ｍ)を【空間属性】、

それ以外を【主題属性】で保存する

3.１.４ 管路のデータ構築詳細実施フロー（続き）

ここでは、この後のLOD2のデータを作る際にエラーの値が出ないよう、データの型を

そろえて、欠損データの排除を行う。

2－③ 2－④
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2 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
算
及
び
図
郭
の
整
理

【空間属性】のデータを
FieldSetFileへ変換を行う

ジオメトリを使用し、
２Dのラインを高密度化する

高密度化したデータに標高を
与えるため座標配列に変換する

ドレープ処理(凹凸を与える処理)を
標高データを使用して行う。

Z値が入った
地下埋設物データが完成する

(このとき地上のZ値が採用される)

データ内が保有している
上流の土被り(ｍ)と

下流の土被り(ｍ)を活用する

Z値の入った地下埋設物データから、
上流の土被り(ｍ)と

下流の土被り(ｍ)を引き算する
(これで地中に潜る処理になる)

同様に管路の外径(ｍ)についても
減産処理を行う。

(これで地中何ｍまで
埋まっているか把握できる)

そのほかの属性データを合わせ、
データの出力を行う

Z値から上流・下流の土被り
(m)の減算処理を行う

ジオメトリを２D→３Dへ変換を
行い、高密度化を行う❺ ❻

ここでは、高さの情報を付与して、２Dのデータを３Dのモデルに変換していく。これに

よって、管路が立体的に正しい位置に配置されるようになる。

2－⑤ 2－⑥

3.１.４ 管路のデータ構築詳細実施フロー（続き）
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LOD2のジオメトリに対して
地理座標(JGD２０１１)と

国土基本図郭のコードを与える

❹で作成した主題属性を結合する

CityGMLを出力する

マンホール等と合わせる場合：
❹で作成した管路のタイルリストと

マンホールのタイルリストに
フィールドを作成する

管路データとマンホールデータ、
管路・マンホールの

タイルリストデータを
国土基本図郭で統合する

管路のCityGMLを
出力する

3 C
ity

G
M

L

の
出
力

LOD2のジオメトリを生成する CityGMLに変換して出力する❼ ❽

❻で作成した３Dジオメトリを持つ
データを使用する

座標配列と外径(ｍ)を活用し、
管路の表面を構築する

ここでできた表面がLOD2の
3D都市モデルに該当する

LOD2のデータを外径(ｍ)、
土被り【上流・下流】(ｍ)と

結合させて出力する

ここでは、LOD2の実際のジオメトリデータを作成し、CityGML形式にデータ変換し

て出力する

３－⑦ ３－⑧

3.１.４ 管路のデータ構築詳細実施フロー（続き）
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3.２ マンホール等の道路付属物の基本的な考え方
マンホール等は、以下に示すような流れでLOD2を構築していく。基本的な概略は、下

表のように、ポイント情報から管路を作成し、高さを与えて３D化するといった流れを

解説している。

3.２.1  マンホール等のLOD2のデータを構築する基本概念
手順 参考図表

１． 初期状態としては以下のとおり
パラメータとしては以下のように保持してい
ると想定する

ジオメトリ：3Dポイント
属性
①深さ 2.5ｍ
②短辺外径 1ｍ、長辺外径 1ｍ

横
断
図

2. 処理の名前：
ConvertCoordinatesToCoordinates
WithDrape
やっていること：
【ポイントに地表面の高さデータを与える】

ポイントデータに地表面の標高を与える
これによりマンホールがどの場所にあるのか
特定をすることができる

横
断
図

3.処理の名前：
ConvertPointToLineFromDepth
やっていること：
【ポイントを縦方向に伸ばして、深さにする】

ポイントのデータを縦方向に伸ばして、マン
ホールの深さと同等になるように伸ばす

横
断
図

４．処理の名前：
ConvertCoordinatesToMultipatch
やっていること：
【線を太らせてLOD２のデータにする】

マンホールの形状になるようにするために、
半径分を左右に太らせて、３Dでマンホールに
見えるように設定をする

横
断
図

地表面(標高)

地表面(標高)

2.5m

地表面(標高)
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基本概念は管路とマンホールで基本的には同じ内容となる。管路では横に伸ばしてい

たものをマンホールにおいては縦方向に伸ばし、連動させることになる。

3.2.2 マンホール等のLOD2のデータを構築する基本概念

GIS
データ

ファイル 内部形式 主な処理
双方向
データフロー

単方向
データフロー

凡
例

GeoDataFrame
(GISデータ)

形式変換
列の結合・分割

FieldSetFile
(ジオメトリのみ)

FieldSetFile
(属性計算用)

Attributeを用いた
さまざまな処理

⚫数値の四則演算
⚫文字列の結合
⚫欠損項目の作成
⚫特定の値の置換

属性の結合
(3D都市モデルと属性)

FieldSetFile
(3Dデータ：属性入り)

ジオメトリの
拡張リスト

GeoNdarray形式
(ジオメトリと
属性情報を結合)

⚫2次元・3次元の
ジオメトリを用いた
さまざまな計算処理

⚫3D都市モデル作成
⚫空間ID作成

統合用の
3D都市モデルデータ

(あれば)

CADデータ
(あれば)

GISデータの
スタート地点

CADデータの
スタート地点

3Dに関連する
(管路の大きさなど)

を計算する

3Dとは別の
属性情報を整

理する

CSV
データ

必要な属性データを接続

データの統合
のために実施

形式変換

形式変換

インフラ管理
DXシステム向け
連携ファイル

(空間ID CSV)

3D都市
モデル

1.
データの統合及び整理

2.パラメータの計算及び図郭の整理

3.CityGMLの出力
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3.2.3 マンホール等における実施項目とデータの関係

処理をしやすくするために
マルチジオメトリのデータを集約し、
国土基本図郭の情報に合わせる
(→P42)

データの変換
(エラー確認及び
地理座標修正)

データの整理
(LODごとにおける
データの整理)

TPの計算
(最近傍結合の
深さ計算)

各項目における
パラメータ整理

マンホールの位置情報の
GISデータを変換する
(→P41)

保有しているマンホールに
関連する情報をGISデータに
統合する (→P41)

実施内容概要(詳細フローは各ページ)中分類

データの型を修正した上で、
パラメータの調整を行いやすい形に
する (→P42)
(例)ジオメトリの座標配列、口径の単位等

ジオメトリの情報に対して
標高情報を付与する
【4.2.1の２．の処理に該当】 
(→P43)

深さ情報を付与し、縦の
ラインに変換する
【4.2.1 の3．の処理に該当】 
(→P44)

LOD2のジオメトリを生成する
【4.2.1 の４．の処理に該当】
(→P45)

CityGMLに変換して出力する
(→P46)

CityGML
への出力

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

1 

デ
ー
タ
の
統
合
及
び
整
理

2 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
算
及
び
図
郭
の
整
理

3 C
ity

G
M

L

の
出
力

実際に行う手順は以下に示すとおりである。詳細フローについては後述するが、データ

の整理を行った上で、図郭を整理し、LOD2のジオメトリを作っていく作業となる。

該当するイメージ

１－①

１－②

２－③

２－④

２－⑤

２－⑥

３－⑦

３－⑧

横
断
面

横
断
面

横
断
面
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1 

デ
ー
タ
の
統
合
及
び
整
理

3.2.4 マンホール等のデータ構築詳細実施フロー

データ形式をShapeファイルから
Field Set Fileに変換する

以下のように測地系の変換を行う
投影座標→地理座標

JGD2000→JGD２０１１

データ形式をField Set Fileから
Shapeファイルに変換する

ShapeとCSVのデータを
用意する

ShapeのデータとCSVの
データを統合する

フィールドの情報を補完する
(数値がないところは

Noneにする)

Shapeファイルで
最終的に出力する

マンホールの位置情報のGISデータを
変換する

保有しているマンホールに関連する
情報をGISデータに統合する❶ ❷

ここでは、保有しているGISのデータを結合して、ばらばらであった情報を一つのGIS

データとして統合していく作業を行っている。

１－① １－②
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❷で出力したShapeファイルを
Field Set Fileに変換する

管路から以下の情報を結合する
【座標配列(ライン)】【外径(ｍ)】

【上流土被り(ｍ)】【下流土被り(ｍ)】

座標配列の(ライン)と(ポイント)を最
近傍結合処理を行い、

ひも付けデータを作成する

リレーションを整えた上で、
ほかの影響のない情報と統合

Shapeファイルを出力

データを分割する前に、
座標配列とフィールドIDから

ｇｍｌ_idを生成する

統合したデータを
国土基本図郭(2500)で分割

マンホールのタイルリストを出力して
保存を行う

直接管路に影響する情報
(竣工年度等)の不正値を0と

して処理を行う

処理をしやすくするために
マルチジオメトリのデータを集約し、
国土基本図郭の情報に合わせる

データの型を修正した上で、
パラメータの調整を行いやすい形に
する
(例)ジオメトリの座標配列、口径の単位等

❸ ❹

2 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
算
及
び
図
郭
の
整
理

内径(㎝)を使い、【空間属性】に
長辺外径(m)と短辺外径(ｍ)を
【主題属性】に㎜の外径情報と

その他の主題属性の情報を入れる

管路から入れた土被り(上下流)を比
較し、大きい数値を採用した上で、

外径(ｍ)＋土被り(ｍ)を行う。
この数値を深さ(ｍ)として定義する

２－③ ２－④

ここでは、この後のLOD2のデータを作る際にエラーの値が出ないよう、データの型を

そろえて、欠損データの排除を行う。

3.2.4 マンホール等のデータ構築詳細実施フロー(続き)
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深さ情報を付与し、縦の
ラインに変換する
【4.2.1の3．の処理に該当】

ジオメトリの情報に対して
標高情報を付与する
【4.2.1の２．の処理に該当】

❺ ❻

2 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
算
及
び
図
郭
の
整
理

【空間属性】のデータを
FieldSetFileへ変換を行う

データに標高を
与えるため座標配列に変換する

ドレープ処理(凹凸を与える処理)を
標高データを使用して行う

Z値が入った
地下埋設物データが完成する

(この時は地上のZ値が採用される)

❹で定義を行った
【深さ】のデータを用いる

ポイントデータをラインに変更し、
❹の深さと❺のZ値を活用して
マンホールの深さを作成する

ジオメトリを座標配列に変換する

そのほかの属性データを合わせ、
データの出力を行う

２－⑤ ２－⑥

ここでは、高さの情報を付与して、２Dのデータを３Dのモデルに変換していく。これに

よって、管路が立体的に正しい位置に配置されるようになる。

3.2.4 マンホール等のデータ構築詳細実施フロー(続き)
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❻で作成した３Dジオメトリを持つ
データを使用する

座標配列と長辺外径(ｍ)・
短辺外径(m)を活用し、

マンホールの面を構築する

ここでできた表面がLOD2の
3D都市モデルに該当する

LOD2のデータをほかの属性と
結合し、データとして出力する

3 C
ity

G
M

L

の
出
力

 LOD2のジオメトリを生成する
 【4.2.1の4．の処理に該当】

CityGMLに変換して出力する❼ ❽

LOD2のジオメトリに対して
地理座標(JGD２０１１)と

国土基本図郭のコードを与える

❹で作成した主題属性を結合する

CityGMLを出力する

マンホールのCityGMLを
出力する

マンホール等と合わせる場合：
❹で作成したマンホールの

タイルリストと管路のタイルリストに
フィールドを作成する

管路データとマンホールデータ、
管路・マンホールの

タイルリストデータを
国土基本図郭で統合する

３－⑦ ３－⑧

ここでは、LOD2の実際のジオメトリデータを作成し、CityGML形式にデータ変換し

て出力する

3.2.4 マンホール等のデータ構築詳細実施フロー(続き)



現場を上から見た
ラスタ画像データに変換
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データ(モデル)更新を行う際には、留意すべき点がいくつかある。基本フローとしては

新たにデータを作る場合と同じフローになることが想定されるが、点群データを用い

てモデルを作成することにより、さらに精度の高いデータを構築することができる。た

だし、元のモデルとの整合を図るためにも、過去データの測地系と現在のデータの測

地系のどちらに依拠するのかなどについて留意する必要がある。

3.３.１  データ更新時の基本概念図

必要な場合、
統合を行う

既存の
GISデータ

紙図面データ

ファイル 内部形式 主な処理
双方向
データフロー

単方向
データフロー

凡
例

現場の
点群データ

ラスタデータ
(画像データ)

既存管路のデータと
位置合わせを行う

新規に3D都市モデルを構築する場
合と同じフローに入る

管路属性の
CSVデータ

管路を
合わせた

GISデータ

1.
更新用の一次データ取得・整理

2. 既設管路との位置合わせ

3.更新モデルの作成・置き換え

3．３ データ更新時の作業フロー



データの計測

中心線の生成

既存GMLに
おける

エリアの切り出し

点群等のデータを取得する
また、基準物についても取得する
(→P47)

点群データから、基準となる管路中央
線の取得を実施する
(→P47)

対象範囲を限定し、図郭を切り取る
(→P48)

新規データ作成フローに則って、
データの作成、及び出力をする
(これ以降は新規データと同じフロー
になる)

中心線と
切り出しエリアの

整合確認

❶

❷

❸

❺

1

更
新
用
の
一
次
デ
ー
タ
取
得
・整
理

2

既
設
管
路
と
の
位
置
合
わ
せ

3

更
新
モ
デ
ル
の
作
成
・置
き
換
え

データの補正

点群から出力した中心線及び
基準物と切り出しエリアの整合を確認
(→P48)

❹

46

3.３.２ 3Dデータ更新時の業務フロー一覧
各フェーズごとに細分化を行うと、以下のようになる。基本的にLODに応じたモデル

を作成するための作業はほかのデータと同じであるが、基盤として用意するためのプ

ロセスと、以下の項目が必要となる。

実施内容概要(詳細フローは各ページ)中分類

❶

❷

❸

❺

❹

１－①

１－②

２－③

２－④

３－⑤
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1
更
新
用
の
一
次
デ
ー
タ
取
得
・整
理

3.3.３ 3Dデータ更新時の詳細フロー

現場において機材を用いて
点群データを取得する

点群取得の際には、マンホール等の
基準点も取得する

点群データを画像データに
変換する

画像データの中から、
①で取得した基準点を参考に

地図の位置合わせを行う

位置合わせが終わった後に、
管路の中央線を特定する

点群等のデータを取得するまた、基準
物も取得する

点群データから、基準となる
管路中央線の取得を実施する❶ ❷

ここでは点群データから画像データを生成し、管路の中央線を特定するところまでを

おこなう。

１－②１－①

点群データの取得イメージ(熊本県玉名市の例)
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2
．
既
設
管
路
と
の
位
置
合
わ
せ

②で作成したデータと
基盤のデータを重ねる

マスターデータとの差分を確認する

差分で修正すべき点について
GISでデータを作成する

点群から出力した中心線及び
基準物と切り出しエリアの整合を確認

対象範囲を限定し、図郭を切り取る❸ ❹
２－③ ２－④

周辺の属性データの
確認を行い、GISの情報に入れる

新規管路の際に使用する
GISデータとCSVデータができるため、
この情報を使用して新たな情報を作る

ここでは対象範囲を限定した上で、３Dの管路データを作るために必要なGISのデータ

及びCSVのデータを生成する。

3.3.３ 3Dデータ更新時の詳細フロー(続き)
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3.４ 用語集

◆データの型の種類と処理内容に関する解説

番号 データの型の種類 中身の処理の内容 イメージ図

１ GeoDataFrame

GeoDataFrameのデータ形式は、
右図のとおり
Ｉndex：
地物のキーとなる値が格納
Ｄata：
Attributeの値が格納
Ｇeometry：
ジオメトリの形状、座標の値が格納

地理空間データを扱うための
データ構造となっており、その中でも
データに
Ｐｏｉｎｔ(点)、
ＬｉｎｅＳｔｒｉｎｇ(線)、
Ｐｏｌｙｇｏｎ(面)等
の空間的な情報が格納される

２ DataFrame

DataFrameは基本的に上記の
GeoDataFrameと同様だが、
一般的なデータを扱うための
データ構造となっている

３ FieldSetFile

GeoDataFrameのように地理空間
データを扱いますが、データ形式が
異なり、右図のとおりの3列で
構成されるCSVファイルになる
データイメージとしては、
GeoDataFrameを横形式から
縦形式に変換したイメージである

Dwh:
データ名/Attribute名の値が格納され
ている
Type:
Dwhに対するデータの形式・型の値が格
納されている
Value:
Dwhに対する文字列の値(base64エ
ンコードした)が格納されている

４ ジオメトリリスト

一つ以上のジオメトリを格納した
リスト形式のデータのことである
geometryで構成されており、
要素としてはPoint(点)、
LineString(線)、
Polygon(ポリゴン)などの
空間情報を持つ

Index Ｄａｔａ Ｇｅｏｍｅｔｒｙ

Geometory

Point(～)

LineString(～)

Polygon(～)

Point(～)

Collection(Point(),LineString())
と記述することで、列に対して
２種類以上の要素を記載することは
可能。ただし、同じ行に２種類記載
することはできない

ジオメトリリストのこと。例：GeoDataFrame

例：DataFrame
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3.４ 用語集(続き)

番号 データの型の種類 中身の処理の内容 イメージ図

５ GeoNdarray

ジオメトリ情報を格納するための
統一されたデータ構造となっており、
全てのジオメトリ情報は
[index, X軸, Y軸, Z軸]
又は [index, X軸, Y軸] の形式で
統一されている

GeoNdarrayデータイメージ

表現されるデータ

GeoNdarrayデータイメージ

表現されるデータ
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4.1 既往システム等の運用方法・体制

地下埋設物に関するデータが完成したとしても、どのようにデータを運用すべきか見

当がついていなければ有効に生かすことはできない。そこで、そのほかの既存インフラ

におけるデータの運用・更新を参考に見ていく。本章では道路管理システム

(ROADIS)のシステム構造を取り上げ、地下埋設物データの更新・運用に応用できる

ポイントについて整理する。

4.1.1 道路管理システム(ROADIS)

都市の道路においては、地下埋設で対応

しているような水道、下水道であったり

通信、電力、ガス等の多数の公共物件が

輻輳(ふくそう)して収容されている。

これらをシステム的に管理するために

GIS(地理 情報シス テム )を活 用 して

ROADISは開発されている。これによっ

て道路管理に関する仕組みが構築され

ている。

(１) 仕組みと機能

◉道路と占有物件に関する各種情報を

GISを利用して総合的に管理をする。

◉このシステム自体は、通信回線などを

通じて、道路管理者や公益事業者に情

報を正確かつ迅速に提供をするシステ

ムである。

◉システムには地形・道路の情報と埋設

物に関する図形情報、構造や管路の材

質などの属性情報が入っており、情報

の検索や更新が平易にできる。

道路管理システム全体組織の関連図

道路管理センター

公共事業者

道路管理者

端末 端末

端末

サーバー
コンピュータ

道路・地形
データベース

専用物件
データベース

道路レイヤ

地形レイヤ

通信レイヤ

電力レイヤ

ガスレイヤ

水道レイヤ

下水道レイヤ

地下鉄レイヤ

出典：道路管理センターHPを基に作成
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(２) データの更新体制

◉市区町村ごとに独立型のシステムとなっており、 道路管理者や公益事業者はパソ

コンを道路管理センターのサーバーに接続することで、道路や占有物件の現状

データを手に入れることができるようになっている。

◉データの更新は、道路管理者や公益事業者から提供されたものを道路管理セン

ターが更新をしている。

出典：道路管理センターHPを基に作成

道路管理者

道路管理センター
サーバー

コンピューター

公共事業者
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集約されたデータで
ベースマップを更新

(個別自治体で分かれている)

データの
更新・入力

ベースマップを
閲覧

占有物件の管理業務に活用

道路台帳の提供



4.1.２ 地下埋設物のデータプラットフォーム構築イメージ

道路データと同様に地下埋設物に関するデータを管理していくためには、デジタルイン

フラ台帳を基準として、その周辺における管理を行っていく必要がある。理想的な図と

しては以下のような形になる。

◉道路管理者

道路管理者においては、道路の占有業務の効率化をデジタルインフラ台帳を用いて

行っていくことになる。ROADISの道路管理者と同様の動き方になると想定され、

主に市役所などの道路管理課などが担うことが多くなる。

◉デジタル台帳管理者

デジタルインフラ台帳を管理する組織になる。この組織に関しては第三者機関が担

う場合もあるが、道路管理者が代行して実施する場合もある。主に、道路インフラ

データの運用・更新を担い、ROADISの中で道路管理センターの役割を果たす。

◉埋設物管理者(道路占有者)

埋設物管理者においては、施工計画や申請手続の効率化を図ることができるよう

になる。また、埋設物情報を提供することによって、デジタル台帳管理者が最新の

データに更新を行うことができるよう支援をする。ROADISの中では、公共事業者

が担っていた部分に該当する。

埋設物管理者(道路占有者)

デジタル台帳
管理者

道路管理者

デジタルインフラ
台帳(３D)

道路占有
管理の確認

データの提供

データの更新運用・管理

データの閲覧
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◉四日市市においては、市の関与する割合を高めてデジタルデータの運用を行っ

ていく方針としている。アクセス環境としてはArcGISクラウドを採用しており、

利用者がArcGISを利用できる環境であれば、情報を手に入れることができる

ようになっている。
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4.２ 自治体における先行事例

自治体の先行事例として、三重県四日市市及び熊本県玉名市の取組を紹介する。ま

た、その際の課題についても併せて整理する。

4.2.1 三重県四日市市の取組事例

(１) 四日市市のデジタルインフラ台帳の運用体制

道路管理者
(道路管理課)

デジタル台帳管理者
(道路管理者が代行)

インフラ事業者
(元データの保有者)

デジタルインフラ
台帳(３D)

同一組織

データの閲覧

ArcGIS
クラウド管理者

データの更新
運用・管理

データ管理者
(業務委託)

データ更新の
委託

データの提供
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◉現時点の運用体制では、前述のとおり、道路管理者がデジタル台帳管理者の役

割を果たすことになっている。ただし、道路管理者がデータを管理すること自体

が難易度が高い。そのため、データ管理については、業務委託者を入れている。

◉市における費用負担が大きくなることが想定される。

(2)利用想定

案 内容
利用者の
負担

課題

1．市役所の端末を利用
市役所の専用端末を利用して、
閲覧する

無
最新情報を確認するために、
データが更新される度に市
役所への訪問が必要

２．自社の端末を利用
利用者がArcGISを契約して、
自社の端末からオンライン環境
で閲覧する

30,000円
/年程度

年ごとの費用負担が必要

(3)課題

デジタルインフラ台帳のイメージ 仮想掘削穴による地下埋設物3D都市モデルのAR表示

例

※上図は参考用のイメージであり、実際の地下埋設物の状況を示すものではありません。



57

(１) 玉名市のデジタルインフラ台帳の運用体制(イメージ)

◉熊本県玉名市においては、既存の２Dで管理を行っているGIS基盤が存在している。

そこに新たに３Dによる台帳管理を行うことを想定し、既存の２DのGISに関しても

同時進行で更新していくことによって、更に詳細なデータのやり取りを行うことがで

きるように設計を行っていく方針である。

道路占有
管理の確認

道路管理者
(道路管理課)

インフラ事業者
(元データの保有者)

デジタル台帳
管理者(３D)

デジタル台帳
管理者(２D)

データの
更新

データの
更新

データ
共有

データの提供

道路占有
管理の確認

道路占有
管理の確認

データの
閲覧

デジタルインフラ
台帳(２D)

デジタルインフラ
台帳(３D)

4.2.2 熊本県玉名市の事例(構想検討イメージ)
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◉既存の台帳と並行で管理を行う必要があるため、二重に管理を行うことが求めら

れる。

◉内製化を行っていく上では、習熟に一定時間がかかる一方で、更新作業は頻繁に

発生しないため、どのように運用していくかが課題である。

(3)課題

(2)今後の利用想定イメージ

実施内容

STEP1 市役所内で閉じた環境を維持しながら利活用していくことを想定している

STEP2
公開範囲を限定しながら、施設事業者等に対して見せることを想定する
また、その際には建物などの情報と連携することによって、図面上の整合など
を取っていくことを想定している

STEP3
公開範囲については留意をしながら、一般市民に対しても閲覧できるように
する
また、メタバース空間上での利活用についても想定をしていく

◉玉名市では、以下のように段階的に利活用を広げていくことを想定している。

F8VPSを活用しながら展開をしていくイメージである。

◉玉名市においては既に以下のようなメタバース空間を用意しており、これらの

空間に接続していくことを目的としている。

玉名市メタバース GOSHUIN RUMBLE -tamana-

玉名市水害避難シミュレーションVR スマート防災ポータル
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5.1.1 都市開発事業者の効率的な情報収集支援

60

5.１  想定されるユースケース(利用シーン)
地下埋設物関連のデータ整備によって、今後想定される利活用の方法としては以下の

ユースケースが期待できる。

1. 従来の取組と課題

開発行為や工事申請の際、都市開発事業者は地下埋設物の位置を確認するため、

自治体の窓口で膨大な紙図面を閲覧する必要がある。複数の管路種別が複雑に交

錯する地下空間において、該当する図面を探し出し、正確な位置関係を把握するこ

とは、申請者にも窓口職員にも大きな負担となっている。

2. モデルの活用シーン(概要)

３次元データによるデジタル化により、申請者はオンライン上で必要な範囲の地下

埋設物情報を検索・閲覧できるようになる。住所や地番を入力するだけで該当箇所

の管路配置が立体的に表示され、詳細情報も即座に確認可能となる。窓口職員に

とっても、工事予定箇所の周辺状況や既存工事との重複確認がシステム上で完結

するため、申請内容の審査や事前協議が効率化される。

3. 期待される効果

窓口訪問回数の削減や問合せ対応時間の短縮により、申請者の負担軽減と窓口業

務の効率化が実現する。また、申請から許可までのリードタイムが短縮され、事業者

の工程管理も改善される。

4. 想定される検討事項とその対応方針

BEFORE AFTER

事業者における効率的な情報収集

想定される検討事項 対応方針

情報公開範囲 セキュリティ上の理由から公開可能な情報レベルの整理

利用者の認証携帯 マイナンバー連携／事業者登録による認証の導入検討

利用規約 データ精度の免責事項／データの二次利用に関する規定の整備
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5.1.２ 関係者間での工事計画調整の効率化と情報共有支援

関係者間における工事計画の調整

1. 従来の取組と課題

従来の工事では、紙図面の情報のみに基づいて施工計画を立てるため、実際に試

掘してみると管路の位置が図面と異なっているケースが頻発している。これにより、

再設計や工程の見直しが必要となり、工期の遅延やコスト増加が発生している。

また、複数の事業者が同じエリアで工事を行う際、地下埋設物の情報共有が不十分

なため、調整に時間を要する。

2. モデルの活用シーン(概要)

進行中の水道管工事において、竣工時の本設位置を反映した3次元モデルを構築

し、デジタルインフラ台帳として蓄積する。施工前には既存埋設物の正確な位置を

3次元で確認でき、他事業者との工事調整もシステム上で行うことが可能となる。

また、設計段階で施工方法や仮設計画の妥当性を検証できるため、現場での手戻

りを最小化できる。

3. 期待される効果

試掘回数の削減に、より工期短縮とコスト削減が期待できる。また、事前の干渉

チェックにより、施工中のトラブルや事故リスクが低減され、安全性が向上する。さ

らに、複数事業者間での工事スケジュールの調整が効率化され、道路掘削の重複や

近接工事による住民負担の軽減にもつながる。

4. 想定される検討事項とその対応方針

想定される検討事項 対応方針

データ更新体制 竣工情報の迅速な反映フロー／更新責任部署の明確化

公開範囲 工事関係者と庁内利用の区分／事業者間での情報共有ルールの構築

データ精度 竣工測量精度の基準設定／図面との整合性確認方法の検討

システム連携 既存の工事調整／道路占用管理システムとの連携方法の検討

BEFORE AFTER
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長寿命化計画や維持管理業務への活用

1. 従来の取組と課題

紙図面を基にした管路管理では、過去の補修履歴や更新工事の記録が散在してお

り、管路の現況把握に多大な労力を要していた。敷設年度や補修箇所を特定するた

めには、膨大な工事台帳を遡る必要があり、老朽化が進む管路の優先順位付けが

困難であった。また、部分的な更新が繰り返された結果、どの区間がどのように継

ぎ接ぎされているのか全体像を把握できず、計画的に進まない状況があった。

2. モデルの活用シーン(概要)

3次元データに敷設年度、管種、過去の補修履歴を統合することで、管路の経年劣

化状況を一元的に可視化できる。老朽度や重要度に基づいて更新優先順位を自動

的にランク付けし、限られた予算の中で効果的な更新計画を立案できる。また、点

検記録や劣化診断結果をデジタルデータとして蓄積することで、予防保全型の維持

管理に移行し、突発的な事故や漏水のリスクを低減できる。

3. 期待される効果

計画的な更新により、突発的な事故対応や緊急工事が削減され、維持管理コストの

平準化が図れる。管路の健全度を定量的に評価できるため、議会や住民への説明

資料としても活用でき、予算確保の根拠が明確になる。さらに、点検業務の効率化

により、職員の業務負担が軽減され、限られた人員でも適切なアセットマネジメント

が実現する。

4. 想定される検討事項とその対応方針

想定される検討事項 対応方針

データ統合 既存の維持管理台帳や点検記録システムとの連携検討

劣化診断手法の標準化 健全度評価基準の設定、目視点検やデジタルデータと突合

更新計画への反映プロセス 長寿命化計画や財政計画との連動を検討

データ更新体制 点検結果や工事完了情報の迅速な反映フローの構築

5.1.3 埋設設備の長寿命化計画及び維持管理業務への活用

BEFORE AFTER
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行政検査への活用

1. 従来の取組と課題

工事現場では、施工後の管路などを写真で記録する必要があるが、撮影角度や距

離によっては必要な部位が写らず、記録の抜け漏れや判断に必要な情報不足が生

じるリスクがある。特に、埋め戻し後は撮り直しが難しく、写真撮影は一回で失敗で

きない高負荷な作業となっている。また、2次元写真では奥行き方向の位置関係や

他設備との離隔など、空間的な状況の把握に限界がある。

2. モデルの活用シーン(概要)

工事中・完了時の状況を点群データとして360度・高精度に取得し、3D都市モデ

ルとして保存することで、任意の視点から後で必要な箇所を確認できる。 設計

データや既存の3D都市モデルと重ね合わせることで、設計との差異や他インフラ

との離隔・干渉状況を行政側の机上でも確認可能となる。

3. 期待される効果

完了検査の抜け漏れ防止から点群から任意の角度で再確認できるため、不足カッ

トや見落としを防ぐことができるようになる。また、3D上で位置関係や寸法を示せ

るため、設計との差異や安全上のクリアランスを客観的に説明できる。 加えて、検

査のための点群が、将来の更新工事や資産管理の基盤データとしても活用可能と

なる。

4. 想定される検討事項とその対応方針

想定される検討事項 対応方針

点群データの保管／
長期アーカイブ化

大規模データを保存する際のルール決め（保存期間などの設定）

データの取扱い セキュリティ範囲の特定／プライバシーポリシーの整備

5.1.4 点群データ取得によるモデル更新を通じた行政検査の
効率化・品質確保

BEFORE AFTER
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1. 従来の取組と課題

災害時におけるライフラインの迅速な復旧は、住民生活の早期回復に不可欠である。

しかしながら、従来の紙図面による管理では、被災箇所の特定に時間を要し、被害

の根本原因の究明にも多大な労力がかかる。また、複数の管路が複雑に交錯する

地下空間において、2次元図面のみでは被害範囲の全体像を把握することが困難

である。

2. モデルの活用シーン(概要)

3次元データ化により、管路の配置や接続関係を視覚的かつ正確に把握できるよ

うになる。災害発生時には、被害情報をデジタルデータとして集約し、被災箇所の

特定から応急措置の判断まで、一連の対応をシステム上で迅速に行うことが可能

となる。

3. 期待される効果

重要度の高い管路(病院や避難所への供給ルート等)を事前に設定することで、災

害時の点検箇所を優先順位付けできるようになる。これにより、限られたリソース

を効果的に配分し、復旧作業の最適化が期待できる。さらに、過去の被害データを

蓄積することで、脆弱性の高い箇所の事前補強や予防保全にもつながる。

4. 想定される検討事項とその対応方針

災害時の復旧優先順位の判断

想定される検討事項 対応方針

データ精度 既存図面のデジタル化における許容誤差と検証方法の構築

システム連携 防災システムや被害報告システムとのデータ連携方式の検討

運用体制 平常時の更新フローと災害時の利用体制の整備

セキュリティ対策 重要インフラ情報の適切な管理とアクセス制限

5.1.5 災害時における復旧優先順位の迅速な判断への活用

BEFORE AFTER
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内水氾濫シミュレーションによる防災対策

1. 従来の取組と課題

気候変動の影響により、都市型水害である内水氾濫が頻発している。豪雨時に排

水管のキャパシティを超えた雨水が地表に溢れ出す内水氾濫では、被災範囲の特

定や浸水原因の究明に時間を要している。

2. モデルの活用シーン(概要)

排水管路の3次元データ化により、管径や勾配、接続関係を含む排水能力を可視

化できるようになる。また、浸水シミュレーションと組合せることで、豪雨時にボト

ルネックとなる箇所を事前に特定することができる。加えて、都市全体の排水能力

についても推定を行うことができるようになり、地形データと組合せることでより

高精度なシミュレーションを行うことができる。

3. 期待される効果

内水氾濫のシミュレーションを行うことができるようになると、優先的に補修をす

べき管路を特定することができるようになる。また、都市全域における排水能力に

ついてもアップデートをかけることができ、都市の防災性向上が期待できる。

4. 想定される検討事項とその対応方針

想定される検討事項 対応方針

浸水シミュレーションとの連携 降雨データや地形データとの統合方式の検討

データ精度 管径・勾配・接続情報の正確性／老朽化状況の反映方法の構築

他部署との情報連携 関連部署間におけるデータ共有体制の構築

住民への情報提供範囲 浸水リスク情報の公開／ハザードマップへ反映を検討

5.1.6 事前防災検討のための内水氾濫等シミュレーション活用

BEFORE AFTER



◉これまでProject PLATEAUでは、地下埋設物モデルに関する実証を通じて、効

率的な整備・更新手法や、計画検討・関係者協議のためのシステム等の開発、関連業

務効率化の検証などが進められてきた。

◉本ハンドブックでは、その知見等も踏まえつつ、熊本県玉名市を例に、行政が保有し

ている水道関連のGISデータから地下埋設物の3D都市モデルを構築するための具

体方法や、その運用方法等について解説を行った。関係者間での安全な施設管理等

の観点を踏まえたデータの共有範囲や運用方法、データ整備・更新手法等の整理と

いった課題はあるものの、現時点において地方公共団体やインフラ事業者における

情報共有のツールとしての活用が期待できる。

◉今後は、本モデルの利点を活かしつつ、駅周辺等の拠点エリアにおける都市開発プ

ロジェクト等、具体的な活用場面を想定しながら、都市開発等における3D都市モデ

ルの有用性および管理運用体制の検証を段階的に進めていく必要がある。その先

に、都市レベルでの統一的な仕様に基づくモデル整備・活用や、中長期的なまちづく

りや空間整備の検討への活用といったことも期待できるであろう。

◉さらに、BIM等の多様なデータとの連携を含む、地上・地下モデルの一体的な活用

により、複数関係者が同一プラットフォーム上で移設計画等を調整するなど、プロ

ジェクトの効率化・高度化を見据えた効果検証を通じて、実装地域の横展開の可能

性を探っていくことが求められる。

◉これらの取組を通じて、都市のデジタルツインの社会実装やデジタル技術を活用し

たまちづくりの推進が期待される。
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５.２ 今後の取組展開に向けて
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１．データ整備の考え方

データ整備の本質は問題解決と同じアプローチで考えることが可能であり、「５W1H」

に置き換えて状況を整理することができる。3D都市モデルを作るための「無い・でき

ない」を「ある・できる」に変える(問題を解決する)ことが、「モデル化支援」の主旨とな

る。

#
状況

要素
3D都市モデルを作ることができない
(現在：AsIs)

3D都市モデルを作ることができる
(将来：ToBe)

1 When
(いつ)

３Ｄ都市モデルが欲しい時(要望発生時)
に

３Ｄ都市モデルが欲しい時(要望発生
時)に

2 Where
(どこで)

庁舎内(事務所内)で 庁舎内(事務所内)で

3 Who
(だれが)

一般的な自治体(インフラ事業者)職員が データ整備手法を習得した自治体(イン
フラ事業者)職員が

4 What
(なにを)

3D都市モデルを 3D都市モデルを

5 How
(どのように)

作る(整備する)ことができない 作る(整備する)ことができる

6 Why(なぜ) 庁舎内(事務所内)に材料は足りず、道具
が無い。また、作り方も分からない

庁舎内(事務所内)に材料・道具・作り方
の三つとも揃っている

１．2 データ作成における問題の把握

「５W1H」で整理した状況を、知っている事例で単語を置き換えると問題点をイメー

ジしやすくなる。状況がイメージできた後は、元の単語に戻すことで解決方法の糸口を

見つけることができる。

#
状況

要素
目玉焼きを作ることができる
(ToBe)

目玉焼きを作ることができない
(AsIs)

1 When
(いつ)

目玉焼きが欲しい(食べたい)時に 目玉焼きが欲しい(食べたい)時に

2 Where
(どこで)

台所で 台所で

3 Who
(だれが)

調理経験のある人が 調理経験のない人が

4 What
(なにを)

目玉焼きを 目玉焼きを

5 How
(どのように)

作ることができる 作ることができない

6
Why(なぜ)

台所に材料・道具は揃っており、
調理経験のある人は道具の使い方と
目玉焼きの作り方を知っている

台所に材料・道具は揃っているが、
調理経験のない人は道具の使い方と目
玉焼きの作り方を知らない

元の単語に戻すと・・・
庁舎内に材料と道具は揃っているが、データ整備経験のない人はデータ整備ツール(道具)の使い方と
3D都市モデル(作業結果)の作り方を知らない



１．3 解決方法の検討
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具体的にイメージできる事例を基に、不足しているモノ(材料・道具)と情報(使い方・作

り方)を把握する。足りないモノや情報を確認したら、欲しい成果を外部から調達する

のではなく、材料や道具を外部調達や代替品の作成で対応できないか考える。

# 比較項目 目玉焼き ３Ｄ都市モデル

１ 要求事項 目玉焼きが食べたい ＧＩＳデータ(３Ｄ都市モデル)が作りたい

２
作業材料
(必須)

自家製：卵

自家製：上下水道の設備データ
(シェープファイル)
調達 ：地表面の標高値を示すデータ(DEM)
(国土地理院提供)

３
作業材料
(任意)

調達 ：油、塩、味の素、しょうゆ、砂糖、
トマト、キャベツ等

調達 ：上下水道の設備データを作成する際に使
用した背景地図データ(例：都市計画図・道路台帳
附図など)

４ 作業道具
フライパン、コンロ、材料を入れる器、
菜箸、包丁、盛り付ける皿等

＜新手法＞
データ整備ツール

＜従来手法＞
プログラミング言語、
データベースソフトウェア等

４ 作業人 料理人 データ整備主幹

５ 作業成果

目玉焼き(及第点)
定義：卵をフライパンで割り入れて焼

いた料理

美味しい目玉焼き(成功作)
定義：調理方法や工程の工夫と下味
や彩り等に工夫を利用した、卵をフラ
イパンで割り入れて焼いた料理

GISデータのファイル
定義：GIS分野の概念(※)に準じたデータ構造

を持つデータ

3D都市モデルのデータファイル
定義：3D都市モデルの標準製品仕様書に準じ
たデータ構造を持つ、GIS分野の概念(※)に準
じたデータ構造を持つデータ

GISデータを言い換えると・・・
後続のシステムが要求するデー
タ仕様と合致しないため、
後続のシステムでエラーが発生
＝目玉焼き（及第点）

3D都市モデルを言い換えると・・・
後続のシステムが要求するデータ仕
様と合致するため、
後続のシステムが期待通りに動作
＝美味しい目玉焼き

当プロジェクトにおける「モデル化支援」の主旨を具
体的に表現すると、「美味しい目玉焼きを作るため
の材料・道具や手法」について、「無い・できない」状
況を「ある・できる」状況に変えるための学習機会設
けて、習得を支援するをすること、となる。

※データソース、レイヤ、地物、ジオメトリ、属性
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# 比較項
目

目玉焼き ３Ｄ都市モデル

６－１ レシピ
(及第
点)

美味しくないレシピ(定義とおりの基本動
作のみ)

１．卵を割る
２．割った卵の中身をフライパンへ入れる
３．フライパンを加熱
４．完成

→細部について疑問点を残しつつ、とりあ
えず料理は完成する

GISデータのファイル
１．ファイル/ツールを開く
２．属性項目を編集する
３．ジオメトリ項目を編集する
４．新しいファイルに編集結果を書き込む
５．完成

→何をどのように使えばいいかわからな
いGISのデータができあがる

６－２ レシピ
(成功)

美味しいレシピ
(定義通りの基本動作に加えて、アレンジ
あり)

１．フライパンに油をひく(準備)
何故油が必要？
→熱した面が焦げ付かないようにするた
め(要望の実現)

２．フライパンを熱する(準備)
何度まで加熱する？
→○○度。これ以上は卵が焦げ付く

３．卵を割って中身に下味をつける。(準備
＋基本動作)
何故下味をつける？
→美味しく食べたいので(要望の実現)

４．卵の中身を熱したフライパンへ入れる。
(基本動作)
何故卵の中身を熱したフライパンへ入れ
る？
→目玉焼きを作る工法

５．盛り付ける。彩りを考慮して、トマトや
キャベツを添える
→見た目も重視

６．完成

3D都市モデルのファイル

１．ファイル/ツールを開く
なぜ開く必要があるか？
→WordやExcelのように編集を行うた
めの作業スペースが必要であるため。

２．属性項目を編集する
どんな項目を入れる必要があるか？
→地下埋設物に関連する管経等が必要
→管路の情報を確認するために必要
（要望の実現のため）

３．2Dのジオメトリ項目を3Dのジオメトリ
項目にする
なぜそうするのか？
→３Dで位置関係を把握するために必要
（要望の実現）

４．3Dのジオメトリ項目を3D都市モデル
のジオメトリ項目にする。
なぜこれをするのか？
→管路の情報を確認するときに必要

５．3D都市モデルのジオメトリ項目と編集
した属性項目を作法に則ってファイルに書
き込む
なぜこれをするのか？
→データ更新の際に、書き込むため
→精度を保つことで正確なデータを使用
することができる。

６．完成

用語や手法がイメージできないものや行動の必要性が説明できないものは、
自身で作業結果の良し悪しを判断できない。

先のページでは、不足している材料・道具と情報(使い方の把握・分析)をおこなった。

ここでは、手順について確認を行い実際にどのようなものが不足するか、実現するた

めにどのようなものが必要かを検討する。
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３D都市モデル
を整備する
（START）

設備管理
システム出力
データ

データ整備
ツール
実行環境

３D都市モデル
（CityGML）

データ整備手法の選択
(ソフトウェアの利用)

実行工程

データ編集仕様
の検討

設計工程

開発工程

頻出する実行順

データ編集技術
兼

データ整備
ツール機能群

検討結果の反映

頻出する
利用技術

データ整備ツール
機能の調べ方

凡例 詳細手順 技術・ノウハウ実行フロー

データ編集技術
の実行順

利用するデータ
編集技術の選定設備管理システム

出力データ仕様書

3D都市モデル
標準製品仕様書

データ整備ツール
(ノーコード)

画面の操作方法

実行 インプット

１．４ 解決に向けた工程の体系化

3D都市モデルの整備における実行フローおよび手順を下図に記載。左側のメインとな

る実行フローに対して、詳細手順や必要なインプット資料・ノウハウは以下の通り。
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２．１ 解決に向けた工程の体系化
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本性における解説は、下図の「データ編集仕様の検討」を対象とする。

２．データ設計方針の立て方

本章に
おける解説

３D都市モデル
を整備する
（START）

設備管理
システム出力
データ

データ整備
ツール
実行環境

３D都市モデル
（CityGML）

データ整備手法の選択
(ソフトウェアの利用)

実行工程

データ編集仕様
の検討

設計工程

開発工程

頻出する実行順

データ編集技術
兼

データ整備
ツール機能群

検討結果の反映

頻出する
利用技術

データ整備ツール
機能の調べ方

凡例 詳細手順 技術・ノウハウ実行フロー

データ編集技術
の実行順

利用するデータ
編集技術の選定設備管理システム

出力データ仕様書

3D都市モデル
標準製品仕様書

データ整備ツール
(ノーコード)

画面の操作方法

実行 インプット



２．２ データ整備のプロセスと、潜在する問題の把握・解決
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データ整備の本質は問題解決と同じアプローチで考えることが可能であり、「５W1H」

に置き換えて状況を整理することができる。3D都市モデルを作るための「無い・でき

ない」を「ある・できる」に変える(問題を解決する)ことが、「モデル化支援」の主旨とな

る。

要望の発生

問題の把握
問題解決

方法の検討

問題解決

方法の実行
解決

要望の達成

潜在する

問題の把握

潜在する問題
の解決方法

潜在する

問題の解決

潜在する

問題の解決

作り方と道具の使い
方を知らない
(知らないので、要望
を達成できない)

作り方と道具の使い
方を知る
(知っているので、要
望を達成できる)

失敗ルート
別のプログラムが出てき
たときに、どう対応する
かわからない。
(プログラムの異常終了
が発生する)

成功ルート

潜在する問題１：
作業ベースで扱う
データ構造が
イメージできない
Ex.
• 入力データは知っ
ているが、入力
データの詳細な仕
様を知らない。

潜在する問題２：
仕様と一致しないデータの
存在
• 過去(時間)や拠点・
支所(場所)において、
仕様上はNGだが運用
上容認したデータ。

Ex.
• 土被りの記録漏れを－
９９９と入力済み。＝仕
様書上に明記されてい
ない仕様。
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「予め決まった項目に対し自分で付け足す」ことでユースケースで利用する3D都市モ

デルを定義する。各モデルの定義は以下の通りになっている。

定義名 説明

XML
独自のタグを定義してデータに意味や構造を持たせ、シス
テム間でのデータ交換や管理を容易にする拡張すること
ができる言語

GML
地理空間データに関する標準化団体であるOpen 
Geospatial Consortium（OGC）が策定した、地理情
報として保管が必要な要素を含むXMLのデータ

CityGML

地理空間データに関する標準化団体であるOpen 
Geospatial Consortium（OGC）が策定した3D都市
モデルのためのオープンデータモデル及びデータ形式の
国際標準

i-UR

CityGMLの拡張規則に基づき、内閣府地方創生推進事
務局が日本の都市で必要なデータを拡張した技術仕様、
CityGMLだけでは不足する項目については、i-URとし
て追加されている

３D都市モデル
標準製品仕様書

国土交通省都市局がCityGML及びi-URに基づき策定し
た、日本における3D都市モデルの標準仕様
例：地下埋設物モデル（水道管、下水道管等）

３D都市モデル
拡張製品仕様書

各データ整備者(例：玉名市)が3D都市モデル標準製品仕
様書から必要な地物及び属性を抽出・追加した製品仕様

標準製品仕様書にて、
継承した定義(※)の
記載あり
※i-UR・CityGML・
GML＝入門として読む
資料はこれ一つで済むよ
うにまとめられている

当ユースケースの
ツール作成マニュアルの
範囲

原則として、
継承した定義の項目は
変更・削除ができない

3D都市モデルで実現し
たい内容に含まれるデー
タ項目が標準製品仕様書
に不足している場合、拡
張製品仕様書で追加

２．３ 潜在する問題１：仕様の理解(3D都市モデル)
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当ユースケースで出力する3D都市モデルのジオメトリ項目(空間属性)は、LOD2とす

る2DのジオメトリからLOD2のジオメトリを作るまでの変遷は以下のとおり。

X

Y

X

Y

Z

X

Y

Z

GIS平面図

GIS縦断面図

X

YZ

平面(管路の進行方向)

GIS平面図

GIS縦断面図

X

YZ

平面(管路の進行方向)

図面・CADデータ
(数学座標)

管路の線形情報

2DGISデータ
(平面直角座標)

２Dポリライン＋属性

3DGISデータ
(平面直角座標)

３Dポリライン＋属性

CityGML 3D形状
(平面直角座標)

地下埋設物LOD2＋
属性

X

Y

2D

デ
ー
タ

3D

デ
ー
タ

3D

都
市
モ
デ
ル

紐
の
頂
点
を
手
で
摘
ま
ん
で

宙
に
浮
か
せ
た
状
態

紐(

管
路
デ
ー
タ)

を
机
の
上
に
置
い
た
状
態

宙
に
浮
か
ん
だ
紐
を
軸
と
し
て
、

角
柱
の
中
心
を
紐
で
貫
通
し
た
状
態

構成点は図面の線分
一つにつき2個

❶

❷

❸

❹

２．4 潜在する問題１：仕様の理解(3D都市モデルのジオメ
トリ)



２．5 潜在する問題２：仕様の理解(3D都市モデルの属性)
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水道台帳として管理している項目で、3D都市モデルと合致すると考えられる属性(主

題属性)は次のとおり。

# 主題属性属性名 属性の型及び
多重度

定義

１ gml:descriptio
n
[ _Feature ]

gml:StringOr
RefType 
[0..1]

都市オブジェクトの概要。

２ gml:name
[ _Feature ]

gml::CodeTy
pe [0..1]

都市オブジェクトを識別する名称。文字列とする。

３ core:creation
Date
[ _CityObject ]

xs::date 
[0..1]

データが作成された日。運用上必須とする。

４ uro:year
[ 
UtilityNetwor
kElement ]

xs::gYear 
[0..1]

埋設された年度。

５ uro:yearType
[ 
UtilityNetwor
kElement ]

gml::CodeTy
pe [0..1]

埋設された年度の確からしさ。コードリスト
(UtilityNetworkElement_yearType.xml)より選択す
る。

６ uro:depth
[ UtilityLink ]

gml::LengthT
ype [0..1]

土被りの深さ。単位はm。

７ uro:material
[ UtilityLink ]

gml::CodeTy
pe [0..1]

材質の種類。コードリスト
(UtilityNetworkElement_material.xml)より選択する。

８ uro:innerDiam
eter
[ Pipe ]

gml::LengthT
ype [0..1]

内径。単位は㎜又はinchとする。

９ uro:outerDiam
eter
[ Pipe ]

gml::LengthT
ype [0..1]

外径。単位は㎜又はinchとする。

１０ uro:sleeveTyp
e
[ Pipe ]

gml::CodeTy
pe [0..1]

被覆の有無。コードリスト(Pipe_sleeveType.xml)より選
択する。

上記以外にも3D都市モデルの属性項目は多数存在する詳細は標準製品仕様書の

「4.15.3 地下埋設物モデルの応用スキーマ文書」を参照

https://www.mlit.go.jp/plateaudocument/toc4/toc4_15/toc4_15_04/toc4_15_04_01/_utilitynetworkelement_yeartype_xml
https://www.mlit.go.jp/plateaudocument/toc4/toc4_15/toc4_15_04/toc4_15_04_01/_utilitynetworkelement_material_xml
https://www.mlit.go.jp/plateaudocument/toc4/toc4_15/toc4_15_04/toc4_15_04_01/_pipe_sleevetype_xml
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入荷工程

加工工程

出荷工程

出力仕様

○○ID 項目A 項目B

○○ID ××ID 項目C

ファイル名 項目名

○○ファイル ○○ID

項目A

項目B

△△ファイル ○○ID

××ID

項目C

項目名 ファイル名

◇◇ID ◇◇ファイル

項目P

項目Q

◇◇ID ☆☆ファイル

☆☆ID

項目R

◇◇ID 項目P 項目Q

◇◇ID ☆☆ID 項目R

入力仕様

• 入力ファイル
仕様書

• PDF等の
任意ファイル

• 入力埋設物
設備情報

• Word/Exce
l等の文書
ファイル

• プログラムの
設定ファイル

• 処理の実行順
• Word/Exce

l等の文書
ファイル

• 出力埋設物
設備情報

• Word/Exce
l等の文書
ファイル

• プログラムの
設定ファイル

• 出力ファイル
仕様書

• PDF等の
任意ファイル

設計工程 実行工程

データ整備作業

データの整合を取る

地下埋設物
設備データ
(水道台帳・
下水道台
帳)

3D都市
モデル
(CityGM
Lファイル)

デ
ー

タ
フ

ロ
ー

の
実

行

入力
ファイル

入荷処理

加工処理

出荷処理

出力
ファイル

２．6 問題解決方法(データ整備工程)の検討について

3D都市モデルのデータ作成方法は、加工工程の「データ整備作業」で行う組合せを決

めることが重要。



２．7 データ整備設計方針の検討(バリエーション網羅)
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特定の条件によって項目(列)を出力する・しないの判断が変わる場合を、網羅的に検

討する。

入力仕様書【水道・下水道台
帳の仕様書】に
項目定義が・・・

出力仕様書【3D都市モデルの
標準製品仕様書】に
項目定義が・・・

ユースケースに
・・・な項目

ある
・導出可能を含む

ある(必須)

必要
・出力仕様はユースケースにお
ける要否判断に影響しない。
＝入力仕様優先。

ない ある(省略可)

不要
・入力仕様はユースケースにお
ける要否判断に影響しない。
＝出力仕様優先。

－ ない －

計１２通りの
組合せ
(２×３×２)

１２通り÷２要素
＝1要素につき
６回繰り返す

６通り÷3要素
＝１要素につき

2回繰り返す

2通り÷2要素
＝１要素につき

1回繰り返す

２．8 データ整備の設計方針検討(シミュレーション)

項目の要素(場合分け)が示す状況が意味するものをシミュレーションし、データ整備の

設計方針を定める。

＃
入力仕様書に項
目定義が・・・

出力仕様書に
項目定が・・・

ユースケースに・・・
な項目

左記が示す状況の
シミュレーション(例)

データ整備の設計方針(例)

1 ある ある(必須)
必要
(入力仕様優先)

入力仕様があり、出力仕様もある(必
須)。入力仕様を優先

入力仕様の項目を出力仕様の項目へ転記する。

2 ある ある(省略可)
必要
(入力仕様優先)

入力仕様があり、出力仕様はある(省
略可)。入力仕様を優先

入力仕様の項目を出力仕様の項目へ転記する。

3 ある 無い
必要
(入力仕様優先)

入力仕様があり、出力仕様は無い。入
力仕様を優先

出力仕様の項目追加後、
設計時によく利用する値(設計標準値)等で一
律設定する。

4 ある
ある
(必須)

不要
(出力仕様優先)

入力仕様があり、出力仕様もある(必
須)。出力仕様を優先

出力仕様の項目は、
設計時によく利用する値(設計標準値)等で一
律設定する。

5 ある
ある
(省略可)

不要
(出力仕様優先)

入力仕様があり、出力仕様もある(省
略可)。出力仕様を優先

データ整備の対象外とする。(出力項目の省略)

6 ある 無い
不要
(出力仕様優先)

入力仕様があり、出力仕様は無い。出
力仕様を優先

データ整備の対象外とする。(出力項目の省略)

７ 無い
ある
(必須)

必要
(入力仕様優先)

入力仕様が無く、出力仕様はある(必
須)。入力仕様を優先

出力仕様の項目は、
設計時によく利用する値(設計標準値)等で一
律設定する。

８ 無い
ある
(省略可)

必要
(入力仕様優先)

入力仕様が無く、出力仕様はある(省
略可)。入力仕様を優先

出力仕様の項目は、
設計時によく利用する値(設計標準値)等で一
律設定する。

９ 無い 無い
必要
(入力仕様優先)

入力仕様が無く、出力仕様も無い。入
力仕様を優先

出力仕様の項目追加後、
設計時によく利用する値(設計標準値)等で一
律設定する。

１
０ 無い

ある
(必須)

不要
(出力仕様優先)

入力仕様が無く、出力仕様はある(必
須)。出力仕様を優先

出力仕様の項目は、
設計時によく利用する値(設計標準値)等で一
律設定する。

１
１ 無い

ある
(省略可)

不要
(出力仕様優先)

入力仕様が無く、出力仕様はある(省
略可)。出力仕様を優先

データ整備の対象外とする。(出力項目の省略)

１
２ 無い 無い

不要
(出力仕様優先)

入力仕様が無く、出力仕様も無い。出
力仕様を優先

何もしない(理論上のみ存在するパターンであ
り、実際に発生することはない。)



２．9 設計方針の検討と確定(分解・抽象化と統合・再構成)
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場合分けが示す状況から要素へ分解後、設計要素に再構成することで、データ整備の

設計方針を定める。

分
解
・抽
象
化

統
合
・再
構
成

除外対象の決定

• 設計方針の除外
• 発生しないパターンの除

外

設計方針の抽象化

• 「入力仕様」と「出力仕様」
のグループ分け

設計方針の再定義

• 設計指示として「XX機
能」と再定義する

• 表現を変えることで同じ
指示により実現できるこ
とは除外する

抽象化の解除と
設計方針の確定

• 「入力仕様」「出力仕様」を
問わず、「取得」「更新」「追
加」があれば、データ整備
に必要な設計が可能

データ整備の設計方針(例)

入力仕様の項目を出力仕様の項目へ転記する。

出力仕様の項目追加後、設計時によく利用する
値(設計標準値)等で一律設定する。

出力仕様の項目は、設計時によく利用する値(設
計標準値)等で一律設定する。

データ整備の対象外とする。(出力項目の省略)

入力仕様の設計方針(例)

入力仕様の項目を転記する。

設計標準値等で一律設定する。

データ整備の対象外とする。

出力仕様の設計方針(例)

出力仕様の項目は、

出力仕様の項目追加後、

入力仕様の設計方針(例)

入力仕様の項目取得機能

入力仕様の項目更新機能

出力仕様の設計方針(例)

出力仕様の項目更新機能

出力仕様の項目追加機能

データ整備の設計方針(例)

項目取得機能

項目更新機能

項目追加機能

ソフトウェア開発業界においても、データ操作に関する取得・更新・
追加・削除の４動作はCRUD(※)とも呼ばれ、ソフトウェア開発に
おける設計工程でも重要視されている。
・C：Create(生成)
・R：Read(読み取り・参照)
・U：Update(更新)
・D：Delete(削除)

実施内容 設計方針例



1. データ整備のオリエンテーション

2. データ設計方針の立て方

3. 各ツールの設定

4. ３Dデータの確認方法

5. 外径を作成する処理

CONTENTS

「付録 データ作成ツールマニュアル(玉名市レクチャー資料)」の目次
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3.1 OpenJDKの設定

本章では、モデルの整備・更新のための各ツールのセットアップ方法を解説する。

３.1.1  OpenJDKのダウンロード

①こちら（https://jdk.java.net/25/）にWebブラウザでアクセスする

②Windows/x64欄のzipリンクをクリックする
※利用環境に適したものをダウンロードする
※最新のバージョンを利用する

③ZIPファイルがダウンロードできたことを確認する



３.1.2  OpenJDKの初期設定
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①ダウンロードしたZIPファイルを、任意の場所に解凍する

②Windowsアイコンを右クリックして、「システム」をクリックする

③「システム＞バージョン情報」画面の中段にある「システムの詳細設定」をクリックする

④「システムのプロパティ」画面の「環境変数」ボタンをクリックする

⑤「システム環境変数」側の新規ボタンをクリックする
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⑥「システム変数の編集」画面が表示されたら、以下内容を設定する
設定完了後にOKボタンをクリックする

• 変数名:JAVA_HOME
• 変数値:１．で解凍したOpenJDKのフォルダパス

例)Cドライブ直下に解答した場合：
C:¥jdk-22.0.1

⑧「システム環境変数」側の新規ボタンをクリックする

⑦「システム環境変数」に戻り、次に「Path」のボタンをクリックする
その後に「編集」ボタンをクリックする

⑨最後に、「環境変数」画面のOKボタンをクリックすれば、初期設定は完了



３.1.３  OpenJDKの動作確認
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①Windowsキー＋Rキーを押下する

②「ファイル名を指定して実行」画面に「cmd」を入力して、OKボタンをクリックする

③コマンドプロンプトに「javac --version」を入力してEnterキーを押下する

④「javac 22.0.1」が表示されたことを確認する

※設定をしたバージョンが表示されていることを確認する
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3.2 Pythonの設定

３.2.1  Pythonのダウンロード

①こちら（https://www.python.org/downloads/）にWebブラウザでアクセス

する

②Windows installer(64bit)のリンクをクリックする
※利用環境に適したものをダウンロードする
※バージョンはPython 3.11.9を利用する

③ZIPファイルがダウンロードできたことを確認する

３.2.2  Pythonの初期設定

①ダウンロードしたpythonのインストーラをダブルクリックする

②pythonの環境変数設定を省略するために、「Add python.exe to PATH」に
チェックを入れてから、「Customize installation」をクリックする
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③「Optional Features」画面が表示されたら、「Documentation」と「td/tk 
and IDLE」のチェックを外してから、「Next」ボタンをクリックする

④「Advanced Options」画面が表示されたら、Browseボタンをクリックして、任
意の場所にpythonフォルダを作成後、OKボタンをクリックする
※新しいフォルダーの作成ボタンでフォルダを作成できる
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⑤「Precompile standard library」にチェックを入れ、「Customize install 
location」が「④」で作成したpythonフォルダになっていることを確認後、Install
ボタンをクリック

⑥「Setup was successful」画面が表示されたら、「Disable path length 
limit」をクリック

※ユーザアクセス制御画面が表示されたら「はい」をクリック
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⑦右図の画面に変わったら、Closeボタンをクリック



３.2.3  Pythonの動作確認
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①コマンドプロンプトに「python --version」を入力してEnterキーを押下する

※コマンドプロンプトの表示方法は、「３.1.3 OpenJDKの動作確認の１、２」を参照し

てください

②「Python 3.11.9」が表示されることを確認する

※設定したバージョンが表示されていることを確認する

③コマンドプロンプトの右上の×ボタンをクリックして、コマンドプロンプトを閉じる
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3.3 Apache Nifiの設定

３.3.1  Apache Nifiのダウンロード

①こちら（https://nifi.apache.org/download/）にWebブラウザでアクセスす

る

②Apache NiFiのBinaries欄にあるStandardアイコンをクリックする
※バージョンは2.0.0を利用する
※バージョンが存在しない場合は、以下URLを使用する
URL:
https://www.apache.org/dyn/closer.lua?path=/nifi/2.0.0/nifi-
2.0.0-bin.zip
(このバージョンでないと、うまく動作しない可能性があるため、必ずこのバージョン
をダウンロードする)

https://www.apache.org/dyn/closer.lua?path=/nifi/2.0.0/nifi-2.0.0-bin.zip
https://www.apache.org/dyn/closer.lua?path=/nifi/2.0.0/nifi-2.0.0-bin.zip
https://www.apache.org/dyn/closer.lua?path=/nifi/2.0.0/nifi-2.0.0-bin.zip
https://www.apache.org/dyn/closer.lua?path=/nifi/2.0.0/nifi-2.0.0-bin.zip
https://www.apache.org/dyn/closer.lua?path=/nifi/2.0.0/nifi-2.0.0-bin.zip


④ZIPファイルがダウンロードされたことを確認する

⑤コマンドプロンプトを起動して、下記コマンドを入力をEnterキーを押下する
＜コマンド＞
例)certUtil -hashfile “ダウンロード先“¥“ダウンロードファイル名(拡張子あ
り)“ SHA512
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③右図の赤枠のリンクをクリックして、ダウンロードが開始されることを確認する

⑥右図の画面に変わったら、Closeボタンをクリック



94

⑦コマンドプロンプトに表示されているコードと、ブラウザ上に表示されたコードが一
致していることを確認する

※ファイルが正しくダウンロードされていることを確認できる



①ダウンロードしたZIPファイルを任意の場所に解凍する

②「(解凍先)¥nifi-2.0.0¥conf¥nifi.properties」をダブルクリックして開封する

③45行目辺りに以下の記述を修正して保存する
修正前)nifi.python.command=python3
修正後)nifi.python.command=python
※「＝」の右側は、「３.2 Pythonのインストールの4)」で指定したフォルダ内にある
python.exeを指定する

※Pythonカスタムプロセッサを有効にするために、この行のコメントを外して
Pythonを呼び出すために使用するコマンドに設定する

フォルダ階層 各フォルダの概要

¥NIFI-2.0.0
├─assets
├─bin
├─conf
├─content_repository
├─database_repository
├─docs
├─extensions
├─flowfile_repository
├─lib
├─logs
├─nar_repository
├─provenance_repository
├─python
├─run
├─state
└─work

[assets]
NiFiが使用するリソースファイルが格納される場所
[bin]
NiFiの起動やステータス確認用のバッチファイルなどが保存されている場所
[conf]
NiFiのコンフィグファイルなどが保存されている場所
[content_repository]
システム内の全てのFlowFilesのコンテンツを保持する場所
[database_repository]
H2データベースリポジトリの保存場所で、フロー設定履歴を追跡する内部データ
ベースの設定の定義ファイルがある
[docs] 
各ドキュメントが保存されている場所
[extensions]
JAVA製カスタムプロセッサを保存する場所
[flowfile_repository]
現在システムに存在する各FlowFileのメタデータの「先行書き込みログ」が保存さ
れる場所
[lib]
narライブラリが保存される場所
[logs]
標準ログファイルが保存される場所
[nar_repository]
narファイルが格納される場所
[provenance_repository]
各FlowFileの履歴が格納される場所
[python]
Python製のカスタムプロセッサを保存する場所
[run]
NiFiのプロセスIDやステータスを保存する場所
[state]
コンポーネントの状態を保存する場所
[work]
Python製のカスタムプロセッサの実行環境のこと
データ整備ツールの機能群として使用されている

３.3.２  Apache NiFiのフォルダ構成
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３.3.３  ApacheNiFiのセットアップ



手法①

１．Windowsキー＋Rキーを押下する

２．「ファイル名を指定して実行」画面の名前欄に、
「cmd」を入力してOKボタンをクリックする

３．コマンドプロンプトに下記コマンドを入力して、
Enterキーを押下する
コマンド:cd (解凍先)¥nifi-2.0.0¥bin
例:cd C:¥nifi-2.0.0-bin¥nifi-
2.0.0¥bin

コマンド実行後、binフォルダに移動したこと
を確認する

４．コマンドプロンプトに下記コマンドを入力して、
Enterキーを押下する
コマンド:nifi.cmd start

すると、以下のようにコマンドプロンプトに
メッセージが表示される

これで起動していることが確認できる
＜メッセージ＞
INFO [main] 
org.apache.nifi.bootstrap.Command 
Application
Process [xxxx] started
※xxxxは起動の都度、変化する
INFO [main] 
org.apache.nifi.bootstrap.Command 
Bootstrap
Process Running

-

３.3.４ Apache NiFi の起動方法
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入力コマンド

実行後コマンド

①ダウンロードしたZIPファイルを任意の場所に解凍する

②「(解凍先)¥nifi-2.0.0¥bin」にある「nifi.cmd」を起動する
ただし、コマンドプロンプトによる起動が必要。起動方法を2種類記載する



手法②

１．テキストに以下コマンドを入力して、保存
名前はrun.batなどとする
＜コマンド＞
set "filePath=%~dp0¥nifi.cmd“
start cmd /k "%filePath% start"

-

２．１．で保存したファイルを「nifi.cmd」と
同様のフォルダ内に格納し、実行する

３．コマンドプロンプトに以下のようなメッセージ
が表示されていることを確認する
＜メッセージ＞
INFO [main] 
org.apache.nifi.bootstrap.Command 
Application
Process [xxxx] started
※xxxxは起動の都度、変化する
INFO [main] 
org.apache.nifi.bootstrap.Command 
Bootstrap
Process Running

-

３.3.４ Apache NiFi の起動方法（続き）
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３.3.５ Apache NiFi の停止方法

①起動したコマンドプロンプトをアクティブにして、Ctrl+Cキーを押下する

②「バッチジョブを終了しますか(Y/N)?」のメッセージが表示されたら、「Y」を入力し
てEnterキーを押下する

※すぐに表示されない場合は、表示されるまで待つ
※停止に時間がかかった場合に「NiFi has not finished shutting down 
after 20 seconds. Killing process.」とメッセージが表示される場合がある
が、「Y」を入力してEnterキーを押下で問題ない



③コマンドプロンプトに下記コマンドを入力して、Enterキーを押下する

コマンド:cd (解凍先)¥nifi-2.0.0¥bin

例:cd C:¥NiFi¥nifi-2.0.0¥bin

コマンド実行後、binフォルダに移動したことを確認する

その後、コマンドプロンプトに下記コマンドを入力して、Enterキーを押下する

コマンド:dir

その際に、「nifi-env.cmd」と「nifi.cmd」が存在することを確認する

３.3.６ Apache NiFi のユーザID/パスワード変更
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④コマンドプロンプトに下記コマンドを入力して、Enterキーを押下

※パスワードは12文字以上必要

パスワードのみ変更する場合は、newUsernameに既存のユーザ名を

指定する

※Apache NiFiは起動していなくても本作業は可能

＜コマンド＞

nifi.cmd set-single-user-credentials newUsername newPassword

＜例＞

nifi.cmd set-single-user-credentials tanakataro 1234testname

①Windowsキー＋Rキーを押下する

②「ファイル名を指定して実行」画面の名前欄に、「cmd」を入力してOKボタンをクリッ
クする
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⑤以下のメッセージが表示されれば、ユーザ名とパスワードの変更が完了

次回のApacheNiFiログイン時から、設定したユーザ名とパスワードでログインする

＜メッセージ＞

Login Identity Providers Processed

３.3.７ Apache NiFi の文字コードの設定方法

①Apache NiFiをインストール後、「ProcessorInspection.py」に2点の変更を

行う

※作業する際は、ApacheNiFiを停止後に作業を行う

フォルダ:(解凍先)¥nifi-2.0.0¥python¥framework

②赤字で記載している内容に修正する(get_module_string_constants)

【ソースコード】

def

get_module_string_constants(module_file: str) -> dict:

with open(module_file, encoding="utf-8") as file:

・変更前

・変更後

③赤字で記載している内容に修正する(get_processor_class_nodes)

【ソースコード】

def get_processor_class_nodes(module_file: str) -> list:

with open(module_file, encoding="utf-8") as file:

・変更前

・変更後



③Apache NiFiでPythonカスタムプロセッサが使用できるか確認する

ApacheNiFiを起動してログインする

※ログイン方法は、Appendixに記載している「データ整備ツールの利用者向けマニュ

アル」を参照

④Prosessorアイコンをキャンバス上にドラッグアンドドロップして、「Add 

Processor」画面のFilter typesに２．で追加したプロセッサのいずれかを入力し、

リストに表示されるか確認する

３.3.８ Apache NiFi の必要機能の追加
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①Apache NiFiが停止していることを確認する

※停止していない場合は、「4.3 停止方法」をご参照の上、停止操作を実施する

②Githubに公開されているフォルダ「api」「extensions」を、右図フォルダに格納す
る
取得元:Github
取得パス→¥api¥extensions

例：フォルダ:(解凍先)¥nifi-2.0.0¥python

⑤NiFi Flowのキャンバスに、対象のPythonカスタムプロセッサを追加する

※プロセッサ追加の手順は、別紙「データ整備ツールの利用者向けマニュアル」を

参照

※選択肢に表示されるまで時間を要する場合がある



メッセージ①：ランタイムの初期化
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⑥追加・変更時は、Pythonの仮想環境の作成と依存関係のあるサードパーティのダ

ウンロードが開始される

進捗状況はにカーソルを合わせることで確認可能で、メッセージ①⇒メッセージ②の順

に変化し、両メッセージが表示されなくなれば使用可能

※追加・変更にはインターネット接続が必要

メッセージ②：依存関係のあるサードパーティのダウンロード
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今回確認する方法として使用するソフトウェアはQGISを使用する。

４．３Dデータの確認方法

4.1 QGISにおけるデータの確認方法

① QGISがインストールされている端末にて、 QGISを開く

②CityGML（Thematicなし）のデータをQGISの画面上にドラッグアンドドロップし、

読み込む

②

③読み込んだデータのプロパティを開く

④プロパティの「3Dビュー」タブを開き、「単一定義」に設定する

③

④

「拡散光の色」を見やすい色に設定することを
推奨
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⑤画面上部のメニューバーから、「ビュー → 3Dマップビュー → 新規3Dマップ

ビュー」をクリックすると、3D表示が開始される。

⑤

⑥画面上部のメニューバーから、「設定アイコン → 設定」をクリックすると、3D設定

画面が表示されます。

⑦3D設定画面の地形メニューから地形のチェックを外してください。

⑥ ⑦
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外形を計算するためには以下のような想定を行い、実際に計算を行う。

５．外径を作成する処理

3D都市モデル標準製品仕様書より抜粋
「地下埋設物モデル（LOD2）の取得イメージ」

管厚 管厚口径（内径）

管厚+口径（内径）＋管厚＝外径

外径

口径（内径）＋（管厚×2）＝外径
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